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第１章 実施計画の策定にあたり 
 

第１節 実施計画の趣旨 
 
  第１期実施計画（以下、「本計画」という。）は、第５次垂水市総合計画基本構想

で定めた垂水市のまちの将来像「九つの彩り豊かに 健やかな人を育むまち 垂水」
の実現に向けて取り組む前期基本計画（分野別計画）の具体的な事業の展開を示した
ものです。 

 
 
第２節 実施計画の期間 

 
  本計画の計画期間は、令和元年度から令和３までの３年間とします。 
 
 
第３節 実施計画の対象事業 

 
  実施計画は、基本計画で定めたまちづくり目標に対して、各課が基本計画の目標達

成のために取り組む事業として定めたものです。対象とした事業は、実施計画期間内
に見込まれる重点事業や注目すべき事業で、軽微な経常事務については実施計画から
除いています。 

  なお、実施計画の推進にあたっては、目まぐるしく変化する社会経済情勢に柔軟に
対処しながら、市民ニーズに基づく事業の適切な選択が大事です。そこで、事業の選
択にあたっては、市の財政状況を踏まえた優先順位付けに基づき、かつ全庁的な意思
決定のもとで行われる必要があります。このため、掲載されている事業の実施を保証
するものではありません。 

 
 
第４節 実施計画の構成 

 
  実施計画に掲げる事業を構成する主な要素は次のとおりです。 
 
 ※①事業名：基本計画のまちづくり目標を達成するために取り組む事業名です。 
 ※②担当部署：事業を実施する担当課です。 
  ③事業の対象者：誰、何に対して事業を行うのかについて記載しています。 
  ④目的：何のためにこの事業に取り組むのかについて記載しています。 
 ※⑤事業概要：どのような事業かについて記載しています。 
 ※⑥事業費等：現段階での参考として事業費と財源内訳等を記載しています。 
 ※⑦成果指標等：実際に行う活動や提供するサービスの結果、市民にどのような影響

を与えるのかを表す指標です。ただし、事業によって指標化できないものは記載
しておりません。 

  ⑧事業実績等：これまでに取り組んだ事業実績等について記載しています。 
 ※⑨行政評価：事業の妥当性や有効性など６項目を事業主管課が評価しています。 
 
 ※：本計画書に記載する項目 
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 第５節 成果指標の設定 
 
  第５次垂水市総合計画では、本市の将来像への進捗を長期的に図り、かつ、市民に

政策の意義・目標を分かりやすく伝えるため、９つの政策とまちづくりの進め方、重
点プロジェクト毎に考え方を示し、成果指標を設定しています。なお、成果指標に合
致しないものについては、参考指標を設定しています。 

 
 
第２章 実施計画 
 
第１節 実施計画事業評価について 

 
   令和元年度実施計画作成作業は、事業主管課がそれぞれの事業に対する事業評価を

もとに事業進捗を確認しながら作成しました。 
  事業評価の視点は、「１．事務事業を取り巻く状況」、「２．取り組みの成果」で、

最終的に「４．今後の方向性」を示すようになっています。 
今年度の分析結果は表１のとおりで、特に重要な指標である「④有効性」を「４・

３」と回答した割合は91.9％でした。「⑤効率性」を「４・３」と回答した割合は80.
6％でした。引き続き、効果的で効率的な事業推進に努めるとともに、効果が得られ
なかった事業については改善を図っていくよう取り組んでいくことが必要です。 

毎年度、事業主管課が実施計画個表のローリング作業を実施し、それぞれの事業に
対する事業評価をもとに見直しを行います。 

 

     ２．取り組みの成果の評価項目 

    ①対象・目的・手段の妥当性／事務事業の目的等が上位計画等に照らし妥当か 

       ４．非常に妥当である        ３．どちらかといえば妥当である 

       ２．あまり妥当でない        １．全く妥当でない 

    ②市民ニーズの反映・対応度／事業の取り組みに対して、市民ニーズを把握し対応したか 

       ４．非常に反映・対応した      ３．どちらかといえば反映・対応した 

       ２．あまり反映・対応していない   １．全く反映・対応していない 

    ③優先度（緊急性）／優先度はどの程度あるか 

       ４．非常に高い           ３．比較的高い／法的・国県 

       ２．比較的高い／市民ニーズ     １．それほど高くない 

    ④有効性／期待された効果が得られたか 

       ４．期待以上の効果が得られた    ３．一応の効果が得られた 

       ２．あまり効果が得られなかった   １．全く効果が得られなかった 

    ⑤効率性／工夫を行いコスト削減や費用対効果の向上が図れたか 

       ４．非常に高い向上が図られた    ３．軽微な向上が図られた 

       ２．取り組んだが向上が図れなかった １．全く取り組まなかった 

    ⑥代替手段の可能性／その他の手段で取り組むことは考えられないか 

       ４．全て可能            ３．概ね可能（一部不可能） 

       ２．概ね可能（一部可能）      １．全く不可能 
 
 

     ４．今後の方向性 

    １．拡大   ２．現状維持  ３．見直し・改善  ４．縮小  ５．廃止 
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第２節 実施計画事業集計 
 
  実施計画全体の傾向を明確にするために、第５次垂水市総合計画におけるまちづく

り目標別（表２）、分野別計画別（表３）で事業数及び事業費の集計を行っています。 
また、令和元年度計画におけるまちづくり目標別、分野別計画別の全体事業費に占

める割合も示しています。 
 
  事業数及び事業費については、「表２■まちづくり目標別 事業数・事業費集計」

のとおり、前回（平成30年度時）の計画と比較すると、事業数で22事業、事業費で約
18億8,000万円増加しています。 

  主な原因は、ふるさと納税制度事業等、政策方針協議事業を新たに本計画に掲載し
たことによるものです。 

 
  まちづくり目標別の令和元年度から令和３年度までの総事業費の割合を見てみま

すと、「３安全安心・健康福祉/安心していきいきと暮らせるまち」が32.8％、「１産
業振興/地域資源を生かした賑わいのあるまち」が26.2％、「４生活環境/豊かな自然
の恵みを次世代に受け継ぐまち」が15.6％と続いています。 

 
  年別事業費で見てみますと、「まちづくりの進め方 ２健全で安定した行財政運営

の推進」の令和２年度の事業費が増加していますが、新庁舎建設の計画によるもので
す。 

 
  重点プロジェクト別の事業費では、「１ まち･ひと･しごとの創生」で都市公園事

業の拡大による増加、「２ 健康長寿・子育て支援のまちづくり」で子ども医療費助
成事業の対象者拡大、幼児教育無償化に伴う保育料助成事業により増加しています。 
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表１■分析結果

評  価
事業数

回　答
事業数

割　合
評  価
事業数

回　答
事業数

割　合

①対象・目的・手段の妥当性

4. 非常に妥当である 225 176 78.2% 206 162 78.6%

3. どちらかといえば妥当である 225 43 19.1% 206 40 19.4%

2. あまり妥当でない 225 5 2.2% 206 4 1.9%

1. 全く妥当でない 225 1 0.4% 206 0 0.0%

②市民ニーズの反映・対応度

4. 非常に反映・対応した 225 115 51.1% 206 106 51.5%

3. どちらかといえば反映・対応した 225 84 37.3% 206 80 38.8%

2. あまり反映・対応していない 225 24 10.7% 206 20 9.7%

1. 全く反映・対応していない 225 2 0.9% 206 0 0.0%

③優先度（緊急性）

4. 優先度が非常に高い 225 131 58.2% 206 117 56.8%

3. 優先度は比較的高い／法的・国県 225 47 20.9% 206 51 24.8%

2. 優先度は比較的高い／市民ニーズ 225 37 16.4% 206 32 15.5%

1. 優先度はそれほど高くない 225 10 4.4% 206 6 2.9%

④有効性

4. 期待以上の効果が得られた 223 79 35.4% 205 69 33.7%

3. 一応の効果が得られた 223 126 56.5% 205 120 58.5%

2. あまり効果が得られなかった 223 13 5.8% 205 15 7.3%

1. 全く効果が得られなかった 223 5 2.2% 205 1 0.5%

⑤効率性

4. 非常に高い向上が図られた 222 73 32.9% 205 65 31.7%

3. 軽微な向上が図られた 222 106 47.7% 205 107 52.2%

2. 取り組んだが向上が図られなかった 222 29 13.1% 205 23 11.2%

1. 全く取り組まなかった 222 14 6.3% 205 10 4.9%

⑥代替手段の可能性

4. 全て可能である 224 4 1.8% 206 6 2.9%

3. 概ね可能（一部不可能） 224 25 11.2% 206 32 15.5%

2. 概ね不可能（一部可能） 224 76 33.9% 206 62 30.1%

1. 全て不可能である 224 119 53.1% 206 106 51.5%

◎今後の方向性

1. 拡　大 224 50 22.3% 206 45 21.8%

2. 現状維持 224 135 60.3% 206 131 63.6%

3. 見直し・改善 224 36 16.1% 206 29 14.1%

4. 縮　小 224 2 0.9% 206 1 0.5%

5. 廃　止 224 1 0.4% 206 0 0.0%

平成30年度

工夫を行いコスト削減や費用対効
果の向上が図れましたか

その他の手段で取り組むことは考
えられませんか

令和元年度

事務事業の目的等が上位計画等に
照らし妥当でしたか

事業の取り組みに対して、市民
ニーズを把握し対応しましたか

優先度はどの程度ありますか

期待された効果が得られましたか

①対象･目的･手段の妥当性

回答率 225/228 未回答 ３事業

・0916：特別導入事業基金 （休止中のため）

・0928：森林環境譲与税 （未実施のため）

・1019：しおかぜ街道整備事業 （未実施のため）

②市民ニーズの反映･対応度

回答率 225/228 未回答 ３事業

・0916：特別導入事業基金 （休止中のため）

・0928：森林環境譲与税 （未実施のため）

・1019：しおかぜ街道整備事業 （未実施のため）

③優先度

回答率 225/228 未回答 ３事業

・0916：特別導入事業基金 （休止中のため）

・0928：森林環境譲与税 （未実施のため）

・1019：しおかぜ街道整備事業 （未実施のため）

④有効性

回答率 223/228 未回答 ５事業

・0614：たるたるおでかけチケット交付事業 （検討中のため）

・0916：特別導入事業基金 （休止中のため）

・0928：森林環境譲与税 （未実施のため）

・1009：県営漁港海岸保全事業負担金 （検証困難なため）

・1019：しおかぜ街道整備事業 （未実施のため）

⑤効率性

回答率 222/228 未回答 ６事業

・0504：相談関連事業 （効率性で評価すべきでないため）

・0601：病児・病後児保育事業 （検討中のため）

・0614：たるたるおでかけチケット交付事業 （検討中のため）

・0916：特別導入事業基金 （休止中のため）

・0928：森林環境譲与税 （未実施のため）

・1019：しおかぜ街道整備事業 （未実施のため）

⑥代替手段の可能性

回答率 224/228 未回答 ４事業

・0601：病児・病後児保育事業 （検討中のため）

・0916：特別導入事業基金 （休止中のため）

・0928：森林環境譲与税 （未実施のため）

・1019：しおかぜ街道整備事業 （未実施のため）

◎今後の方向性

回答率 224/228 未回答 ４事業

・0301：財政運営健全化事業 （検討が必要）

・0916：特別導入事業基金 （休止中のため）

・0928：森林環境譲与税 （未実施のため）

・1019：しおかぜ街道整備事業 （未実施のため）
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表２■まちづくり目標別　事業数・事業費集計
単位：千円

まちづくり目標 総事業費 割 事業 年別事業費 備考

R1･2･3 合 数 令和元年度 令和２年度 令和３年度

59 2,510,129 2,375,189 2,383,854

54 1,087,740 785,090 －

56 941,485 911,100 888,983

46 741,299 699,217 －

40 2,962,180 3,170,709 2,983,727

36 2,837,263 3,243,195 －

49 1,787,997 1,337,457 1,194,372

49 1,862,094 1,571,898 －

まちづくりの進め方 14 102,012 139,527 68,476

1 市民と行政の協働によるまちづ
くり 12 65,536 65,320 －

まちづくりの進め方 8 214,340 3,745,964 44,096

2 健全で安定した行財政運営の推
進 7 45,795 3,745,964 －

まちづくりの進め方 2 821 821 821

3 隣接市等との広域連携の推進
2 601 601 －

228 8,518,964 11,680,767 7,564,329

206 6,640,328 10,111,285 －

単位：千円

重点プロジェクト 総事業費 割 事業 年別事業費 備考

R1･2･3 合 数 令和元年度 令和２年度 令和３年度

35 864,868 454,904 438,493

28 684,809 382,499 －

18 722,119 735,730 735,730

21 693,028 693,086 －

9 32,807 33,006 32,993

8 36,171 36,155 －

62 1,619,794 1,223,640 1,207,216

57 1,414,008 1,111,740 －

※％表示は令和元年実施計画分のもので、上段の表の総事業費に対する割合

27,764,060 100%

14.6%4,050,650 10.5%

100%100%

16.0%19.0%

0.3%

6.3%

3.9%

※事業費令和元年から令和３年の上段は令和元年実施計画の数値、下段は平成30年度実施計画の数値

0.0% 0.0%

0.9%

0.4%

9.7%

5.8%

2,193,579

6.3%1,758,265

2,463 0.0% 0.0%

0.6%

11.8%

15.8%

100%

31.5%

39.4%

産業振興/
地域資源を生かした賑わ
いのあるまち

1

32.1%4,004,400 2.5%14.4%

310,015 1.1% 1.2% 1.2%

2,741,568

29.5% 20.3%26.2%7,269,172

教育文化/
次世代の担い手を育成・
支援するまち

2

32.8%9,116,616
安全安心・健康福祉/
安心していきいきと暮ら
せるまち

3

7.8%11.1%9.9%

生活環境/
豊かな自然の恵みを次世
代に受け継ぐまち

4
11.5%21.0%15.6%4,319,826

27.1%34.8%

令和元年度合計

※事業費令和元年から令和３年の上段は令和元年実施計画の数値、下段は平成30年度実施計画の数値

※％表示は令和元年実施計画分

平成30年度合計（再掲）

平成30年度合計

シティプロモーション
の推進

3

健康長寿・子育て支援
のまちづくり

2

まち・ひと・しごとの
創生

1

令和元年度合計（再掲）

0.4%98,806

7.9%

0.4%

8.5%

10.2%
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表３■分野別計画　事業数・事業費集計
単位：千円

分野別計画 総事業費 割 事業 年別事業費 主な増減理由等

R1･2･3 合 数 令和元年度 令和２年度 令和３年度

38 795,909 671,742 680,550

34 989,707 697,057 －

17 1,702,895 1,693,373 1,693,373

16 77,959 77,959 －

4 11,325 10,074 9,931

4 20,074 10,074 －

33 717,098 701,711 749,094

24 598,671 556,589 －

23 224,387 209,389 139,889

22 142,628 142,628 －

18 2,753,379 2,861,758 2,861,758

15 2,704,437 2,794,869 －

22 208,801 308,951 121,969

21 132,826 448,326 －

14 360,926 441,703 376,646

14 385,010 650,010 －

35 1,427,071 895,754 817,726

35 1,477,084 921,888 －

14 102,012 139,527 68,476

12 65,536 65,320 －

8 214,340 3,745,964 44,096

7 45,795 3,745,964 －

2 821 821 821

2 601 601 －

228 8,518,964 11,680,767 7,564,329

206 6,640,328 10,111,285 －

単位：千円

重点プロジェクト 総事業費 割 事業 年別事業費 備考

（再掲） R1･2･3 合 数 令和元年度 令和２年度 令和３年度

35 864,868 454,904 438,493

28 684,809 382,499 －

18 722,119 735,730 735,730

21 693,028 693,086 －

9 32,807 33,006 32,993

8 36,171 36,155 －

62 1,619,794 1,223,640 1,207,216

57 1,414,008 1,111,740 －
↑

↓

↑

↑6.3%1,758,265

14.6%4,050,650

特産品販路拡大支援事
業の減

都市公園事業等の増

↑

↓

↑

↑

※事業費令和元年から令和３年の上段は令和元年実施計画の数値、下段は平成30年度実施計画の数値

※％表示は令和元年実施計画分のもので、上段の表の総事業費に対する割合

令和元年度合計（再掲）

0.4%98,806

7.9%2,193,579

2,463

※事業費令和元年から令和３年の上段は令和元年実施計画の数値、下段は平成30年度実施計画の数値

※％表示は令和元年実施計画分

27,764,060 100% ↑

↑
大学との包括連携協定
関連事業の推進

310,015 ↑

4,004,400 -

平成30年度合計（再掲）

平成30年度合計

シティプロモーション
の推進

3

健康長寿・子育て支援
のまちづくり

2

まち・ひと・しごとの
創生

1

まちづくりの進め方
　1 市民と行政の協働による
　　まちづくり

まちづくりの進め方
　2 健全で安定した行財政運
　　営の推進

まちづくりの進め方
　3 隣接市等との広域連携の
　　推進

令和元年度合計
↑

↑

↑

↑

1　産業振興
　(1)農林水産業の振興

1　産業振興
　(2)商工業、観光の振興

4　生活環境
　(9)住環境(公園、住宅、道
　　 路等)、景観の整備

4　生活環境
　(8)自然環境の保全、循環型
　　 社会の構築

3　安全安心・健康福祉
　(7)防災、防犯、消防力の充
　　 実

3　安全安心・健康福祉
　(6)保健・医療・介護、障害
　　 者(児)福祉の充実

2　教育文化
　(5)生涯教育の充実、地域文
　　 化の保存・継承・活用

2　教育文化
　(4)子育て支援体制、学校教
　　 育の充実

1　産業振興
　(3)雇用環境の充実

7.7%

0.0%

14.4%

1.1%

11.3%

4.2%

2.3%

30.5%

2.1%

7.8%

0.1%

18.3%

3,140,551

1,179,275

639,721

8,476,895

573,665

2,167,903

31,330

5,089,641

2,148,201

↓

↓

↑

↑

↑

↑

↓

↑

↓

↓

↓

↓

↑

↑

↑

-

↑

↓

庁内業務用端末の更新

家屋全棟調査事業の実
施

橋梁長寿命化事業等の
減

垂水市「就地」拡大プ
ロジェクト事業の縮小

ふるさと納税制度事業
の新規掲載

活動火山周辺地域防災
営農対策事業等の減

浄化槽設置整備事業の
見直し

急傾斜崩壊対策事業の
増

垂水中央病院管理運営
事業の増

指定文化財･埋蔵文化財
事業、燃ゆる感動かご
しま国体の推進

子ども医療費助成事業
等の拡大、学校教育関
係事業の新規掲載
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１
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／
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源
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し

た
賑

わ
い

の
あ

る
ま

ち
　

(
1
)
　

農
林

水
産

業
の

振
興

c
o
d
e

重
点

事
業

名
概

要
事

業
費

単
位

：
千

円
担

当
課

成
果
指
標
等

R
1
目
標
値

行
政

評
価

プ
ロ

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和

３
年
度

名
称

①
②

③
④

⑤
⑥

今
後

0
9
0
1

中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
事
業

農
業

生
産

活
動

等
を

継
続

す
る

た
め

の
活

動
、

生
産

性
向

上
の

た
め

の
取

組
1
4
,
6
5
1

1
4
,
6
5
1

1
4
,
6
5
1
農

林
課

交
付

対
象

面
積

1
7
1
h
a

4
4

2
3

3
1

2

0
9
0
2

共
生
・
協

働
の
む
ら
づ
く
り
運
動
事
業

農
村

集
落

の
再

生
、

新
た

な
む

ら
づ

く
り

の
形

成
、

む
ら

づ
く

り
の

維
持

・
発

展
を

図
る

0
1
0
0

0
農

林
課

優
良

事
例

の
選

定
・

推
薦

0
件

4
3

2
4

4
3

2

0
9
0
3

担
い
手
育

成
推
進
活
動
支
援
事
業

農
業

経
営

改
善

計
画

の
認

定
、

改
善

目
標

の
達

成
指

導
、

研
修

3
7

3
7

3
7
農

林
課

認
定

農
業

者
数

6
3
名

4
3

3
3

3
2

2

0
9
0
4

経
営
所
得

安
定
対
策
事
業

米
の

需
給

調
整

を
効

率
的

に
進

め
、

水
田

で
の

麦
、

大
豆

及
び

W
C
S
用

稲
等

の
作

付
面

積
の

拡
大

及
び

単
収

向
上

等
に

取
り

組
む

3
,
5
0
0

3
,
5
0
0

3
,
5
0
0
農

林
課

交
付

対
象

面
積

7
7
h
a

4
3

3
3

3
1

2

0
9
0
5

1
６
次
産
業

化
及
び
企
業
農
業
創
出
事
業

６
次

産
業

化
を

支
援

し
、

農
産

物
の

高
付

加
価

値
化

を
図

る
こ

と
で

農
業

者
の

所
得

向
上

に
つ

な
げ

る
1
,
0
4
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0
農

林
課

６
次

産
業

化
事

業
件

数
4
件

4
2

2
3

3
3

1

0
9
0
6

1
新
規
就
農

支
援
事
業

農
業

人
材

力
強

化
総

合
支

援
事

業
及

び
市

単
独

事
業

を
活

用
し

、
未

来
の

農
業

従
事

者
の

確
保

、
育

成
に

取
り

組
む

1
0
,
9
8
0

1
2
,
3
1
0

1
2
,
3
1
0
農

林
課

認
定

新
規

就
農

者
数

1
6
名

4
4

4
4

3
1

1

0
9
0
7

食
育
・
地

産
地
消
推
進
事
業

食
育

の
取

組
を

総
合

的
か

つ
計

画
的

に
推

進
す

る
と

と
も

に
、

学
校

給
食

や
地

域
等

に
対

し
地

産
地

消
の

取
組

の
浸

透
を

図
る

1
5
3

1
5
3

1
5
3
農

林
課

食
育

を
知

っ
て

い
る

人
の

割
合

-
4

3
4

4
4

3
1

0
9
0
8

農
業
振
興

地
域
整
備
計
画

農
地

を
良

好
な

状
態

で
維

持
及

び
保

全
し

、
か

つ
、

そ
の

有
効

利
用

を
図

る
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0
農

林
課

農
用

地
区

域
面

積
の

維
持

1
,
0
4
9
h
a

4
3

3
3

4
1

3

0
9
0
9

垂
水
市
公

設
地
方
卸
売
市
場
維
持
管
理

卸
売

市
場

業
務

及
び

施
設

の
管

理
、

市
場

運
営

審
議

会
に

よ
る

調
査

審
議

に
よ

り
、

健
全

な
卸

売
市

場
の

運
営

を
行

う
3
,
9
3
1

3
,
9
3
1

3
,
9
3
1
農

林
課

新
規

買
受

人
の

承
認

件
数

1
件

3
2

2
2

3
2

3

0
9
1
0

農
地
中
間

管
理
事
業

県
農

地
中

間
管

理
機

構
等

と
連

携
し

担
い

手
へ

の
農

地
集

積
・

集
約

化
を

図
る

1
,
8
1
8

1
,
8
1
8

1
,
8
1
8
農

林
課

農
地

中
間

管
理

権
の

設
定

面
積

7
8
.
9
h
a

3
3

2
3

3
3

1

0
9
1
1

活
動
火
山

周
辺
地
域
防
災
営
農
対
策
事
業

降
灰

等
に

よ
る

農
作

物
被

害
を

軽
減

・
防

止
す

る
た

め
、

被
覆

施
設

や
洗

浄
施

設
の

整
備

を
行

い
、

経
営

安
定

と
発

展
を

図
る

4
0
,
2
2
2

2
,
0
2
7

6
2
,
7
9
5
農

林
課

土
壌

矯
正

事
業

農
家

数
4
0
件

4
3

4
3

3
1

2

0
9
1
2

1
新
規
作
物

推
進
事
業

経
営

発
展

を
図

る
た

め
、

新
規

作
物

を
栽

培
し

よ
う

と
す

る
生

産
者

等
と

の
連

携
を

図
り

、
新

規
作

物
の

栽
培

を
進

め
る

3
6
0

3
6
0

0
農

林
課

農
家

戸
数

6
戸

3
3

2
2

2
1

2

0
9
1
3

垂
水
市
堆

肥
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業

環
境

保
全

型
農

業
の

確
立

、
地

域
有

機
質

資
源

リ
サ

イ
ク

ル
推

進
に

よ
る

循
環

型
農

業
の

実
現

を
目

的
と

す
る

3
3
,
8
3
6

3
3
,
2
0
0

3
3
,
2
0
0
農

林
課

バ
ラ

堆
肥

販
売

金
額

（
千

円
）

3
,
1
0
0
千
円

4
4

4
3

3
2

4

0
9
1
4

畜
産
業
経

営
安
定
化
関
連
事
業

生
産

基
盤

の
整

備
、

改
良

増
殖

な
ど

、
総

合
的

な
施

策
の

展
開

に
よ

り
、

生
産

性
の

高
い

畜
産

経
営

の
実

現
を

図
る

3
4
,
3
6
2

3
4
,
3
6
2

3
4
,
3
6
2
農

林
課

優
良

牛
確

保
対

策
（

頭
）

1
0
頭

4
4

4
4

3
1

2

0
9
1
5

有
害
鳥
獣

被
害
対
策
事
業

電
気

柵
等

の
整

備
に

よ
り

、
鳥

獣
被

害
の

防
止

・
軽

減
を

図
る

8
,
0
3
1

8
,
0
3
1

8
,
0
3
1
農

林
課

鳥
獣

被
害

対
策

事
業

実
施

地
区

4
地
区

4
3

3
3

3
1

2

0
9
1
6

特
別
導
入

事
業
基
金
（
肉
用
牛
繁
殖
牛
貸

付
）

肉
用

牛
繁

殖
雌

牛
を

計
画

的
に

購
入

し
よ

う
と

す
る

農
業

者
に

1
頭

４
０

万
円

を
上

限
に

一
定

期
間

（
５

年
間

）
貸

付
け

る
1
,
1
0
3

0
0
農

林
課

貸
付

頭
数

0
頭

0
9
1
7

1
肉
用
牛
繁

殖
雌
牛
更
新
促
進
事
業

各
種

条
件

を
満

た
し

た
牛

に
つ

い
て

、
導

入
価

格
の

2
0
％

以
内

で
、

1
頭

あ
た

り
1
0
万

円
を

上
限

と
し

て
補

助
3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0
農

林
課

導
入

頭
数

3
0
頭

4
4

4
4

3
3

0
9
1
9

有
害
鳥
獣

捕
獲
事
業

有
害

鳥
獣

に
よ

る
人

畜
、

農
作

物
等

の
被

害
を

防
止

す
る

た
め

銃
器

及
び

捕
獲

器
（

わ
な

等
）

に
よ

る
捕

獲
を

実
施

す
る

7
,
7
1
7

7
,
7
1
7

7
,
7
1
7
農

林
課

捕
獲

頭
数

1
8
7
0
頭

4
3

4
3

3
1

2

0
9
2
0

1
間
伐
実
施

事
業

樹
木

の
成

長
を

図
る

た
め

、
密

集
し

て
い

る
杉

、
桧

及
び

雑
木

の
除

間
伐

、
林

道
等

の
整

備
を

行
な

う
3
,
2
1
4

3
,
2
1
4

3
,
2
1
4
農

林
課

間
伐

面
積

2
5
h
a

4
3

3
3

3
1

2

0
9
2
2

森
林
整
備

地
域
活
動
支
援
事
業

「
森

林
経

営
計

画
作

成
促

進
」

、
「

施
業

集
約

化
の

促
進

」
、

及
び

「
作

業
路

網
の

改
良

活
動

」
等

の
活

動
を

行
う

0
0

0
農

林
課

交
付

対
象

面
積

1
0
h
a

3
3

3
3

3
1

3

0
9
2
3

中
山
間
地

域
総
合
整
備
事
業

農
業

生
産

基
盤

整
備

及
び

農
業

集
落

環
境

整
備

の
促

進
8
0
,
0
0
0

8
0
,
0
0
0

8
0
,
0
0
0
農

林
課

実
施

設
計

1
事
業

4
3

3
4

3
3

2

0
9
2
4

林
道
整
備

事
業

県
営

事
業

「
海

潟
麓

線
」

の
整

備
、

市
管

理
林

道
の

維
持

管
理

7
,
5
4
0

5
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0
農

林
課

林
道

整
備

事
業

1
事
業

3
3

3
3

3
3

2

0
9
2
6

農
業
用
施

設
管
理
事
業

振
興

会
及

び
農

業
従

事
者

か
ら

の
要

望
箇

所
の

整
備

・
維

持
管

理
2
0
,
1
0
0

3
0
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0
農

林
課

農
業

用
施

設
管

理
事

業
1
事
業

3
3

3
3

3
3

2

8



第
３
節
　
分
野
別
計
画
事
業
一
覧

■
１

　
産

業
振

興
／

地
域

資
源

を
生

か
し

た
賑

わ
い

の
あ

る
ま

ち
　

(
1
)
　

農
林

水
産

業
の

振
興

c
o
d
e

重
点

事
業

名
概

要
事

業
費

単
位

：
千

円
担

当
課

成
果
指
標
等

R
1
目
標
値

行
政

評
価

プ
ロ

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和

３
年
度

名
称

①
②

③
④

⑤
⑥

今
後

0
9
2
7

多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
事
業

地
区

に
あ

る
農

地
・

農
道

・
た

め
池

等
の

維
持

管
理

や
整

備
を

地
区

住
民

で
行

う
こ

と
に

対
す

る
支

援
事

業
3
1
,
6
2
4

3
1
,
6
2
4

3
1
,
6
2
4
農

林
課

多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

事
業

1
事
業

4
2

3
3

3
2

2

0
9
2
8

新
1

森
林
環
境

譲
与
税

地
球

温
暖

化
防

止
や

災
害

防
止

等
を

図
る

た
め

、
間

伐
・

路
網

等
の

森
林

整
備

や
人

材
育

成
、

担
い

手
確

保
等

へ
の

活
用

を
検

討
5
,
4
0
6

5
,
4
0
6

5
,
4
0
6
農

林
課

交
付

対
象

面
積

1
0
h
a

0
9
2
9

新
第
12
回
全

国
和

牛
能

力
共

進
会

に
向

け
て

の
取
り
組

み
に
つ
い
て

令
和

4
年

度
に

本
県

で
開

催
さ

れ
る

全
国

和
牛

能
力

共
進

会
に

つ
い

て
、

関
係

機
関

･
団

体
と

連
携

し
て

、
計

画
的

な
出

品
対

策
を

行
う

2
7
0

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0
農

林
課

垂
水

市
畜

産
共

進
会

2
回

3
3

4
3

3
1

2

0
9
3
0

新
農
地
の
利

用
集
積

遊
休

化
し

て
い

く
農

地
を

担
い

手
等

に
集

約
す

る
こ

と
に

よ
り

効
率

的
な

農
業

生
産

体
制

を
構

築
す

る
3
,
2
2
3

3
,
2
2
3

3
,
2
2
3

農
業

委
員

会
農

地
中

間
管

理
権

の
設

定
面

積
7
5
.
7
h
a

4
4

4
3

3
1

2

0
9
3
1

新
農
地
法
第

４
条
、
第
５
条
に
基
づ
く
農
地

転
用
の
許

可
申
請

平
成

3
1
年

度
か

ら
県

よ
り

権
限

委
譲

さ
れ

た
農

地
転

用
の

許
可

手
続

1
6

1
6

1
6

農
業

委
員

会
－

－
4

1
1

1
3

1
2

1
0
0
1

1
水
産
振
興

資
金
貸
付
金

年
度

当
初

に
市

が
資

金
貸

付
を

行
い

、
年

度
末

に
利

率
2
.
5
％

以
内

の
利

息
を

つ
け

て
市

へ
返

還
す

る
事

業
2
0
0
,
0
0
0

2
0
0
,
0
0
0

2
0
0
,
0
0
0

水
産

商
工

観
光

課
漁

業
所

得
の

向
上

垂
54
3,
54
0千

円
牛
85
0,
00
0千

円
3

4
2

3
1

1
2

1
0
0
2

1
水
産
振
興

支
援
事
業
（
新
商
品
開
発
等
）

専
属

人
を

活
用

し
、

消
費

者
動

向
等

に
的

確
に

対
応

し
た

付
加

価
値

の
高

い
商

品
づ

く
り

を
行

う
事

業
者

に
対

し
て

補
助

を
行

う
3
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

水
産

商
工

観
光

課
6
次

産
業

化
事

業
者

数
9
業
者

3
3

2
3

1
1

2

1
0
0
3

1
販
路
拡
大

支
援
事
業

両
漁

協
が

行
う

販
路

拡
大

事
業

へ
の

支
援

や
魚

食
普

及
の

た
め

の
活

動
支

援
1
0
,
6
7
0

1
0
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

水
産

商
工

観
光

課
海

外
商

談
成

立
件

数
2
件

4
4

4
3

1
1

1

1
0
0
4

種
苗
放
流

事
業

市
内

漁
業

者
又

は
小

学
生

に
よ

る
マ

ダ
イ

、
ヒ

ラ
メ

、
カ

サ
ゴ

の
種

苗
放

流
4
8
7

4
8
7

4
8
7

水
産

商
工

観
光

課
放

流
回

数
3
回

4
3

2
3

1
1

2

1
0
0
5

サ
メ
駆
除

事
業

サ
メ

駆
除

の
際

の
出

動
及

び
1
.
5
M
以

上
の

サ
メ

の
駆

除
へ

の
補

助
5
0
0

8
0
0

8
0
0

水
産

商
工

観
光

課
サ

メ
駆

除
匹

数
5
0
匹

4
2

3
3

3
1

1

1
0
0
6

1
人
工
種
苗

購
入
事
業

カ
ン

パ
チ

の
人

工
種

苗
購

入
に

お
け

る
漁

協
へ

の
助

成
1
,
0
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

水
産

商
工

観
光

課
購

入
匹

数
8
万
尾

4
3

2
3

4
1

1

1
0
0
7

種
子
島
周

辺
漁
業
対
策
事
業

両
漁

協
の

施
設

の
維

持
や

更
新

を
行

う
1
8
0
,
2
4
3

7
8
,
0
0
0

2
1
,
5
0
0

水
産

商
工

観
光

課
事

業
の

適
正

な
執

行
事

業
の

年
度

内
完

了
4

4
2

3
4

1
2

1
0
0
8

県
営
漁
港

事
業
負
担
金

漁
港

整
備

8
5
,
0
0
0

8
5
,
0
0
0

8
5
,
0
0
0

水
産

商
工

観
光

課
漁

港
工

事
進

捗
率

海
潟

　
8
5
%

牛
根

麓
　

5
0
%

4
3

2
4

4
1

2

1
0
1
0

桜
島
軽
石

除
去
事
業
費

市
内

両
漁

協
管

内
の

海
岸

に
打

上
げ

ら
れ

た
軽

石
を

，
市

が
両

漁
協

に
委

託
し

て
人

力
等

に
よ

る
軽

石
等

の
除

去
を

行
な

う
5
5
5

5
5
5

5
5
5

水
産

商
工

観
光

課
軽

石
等

の
除

去
量

3
5
.
0
㎥

4
2

3
3

3
1

2

1
0
1
1

水
産
多
面

的
機
能
発
揮
対
策
事
業

ア
マ

モ
の

移
植

及
び

播
種

並
び

に
食

害
生

物
の

除
去

（
ウ

ニ
類

）
1
,
0
2
0

1
,
0
2
0

1
,
0
2
0

水
産

商
工

観
光

課
事

業
の

適
正

な
執

行
1
0
0
%

4
3

2
3

3
1

2

3
8
事

業
事

業
費

計
7
9
5
,
9
0
9

6
7
1
,
7
4
2

6
8
0
,
5
5
0

  
 【

重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
凡
例
】

1
　

ま
ち

・
ひ

と
・

し
ご

と
の

創
生

2
　

健
康

長
寿

・
子

育
て

支
援

の
ま

ち
づ

く
り

3
　

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進

  
 【

行
政

評
価
凡
例
】

今
後

／
今

後
の

方
向

性

4
：

非
常

に
妥

当
で

あ
る

　
 
 
 
 
　

　
3
:
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
妥

当
で

あ
る

　
 
 
 
 
 
2
：

あ
ま

り
妥

当
で

な
い

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

 
 
1
：

全
く

妥
当

で
な

い

4
：

非
常

に
反

映
・

対
応

し
た

　
　

　
3
：

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

反
映

・
対

応
し

た
　

2
：

あ
ま

り
反

映
・

対
応

し
て

い
な

い
　

 
 
　

 
 
1
：

全
く

反
映

・
対

応
し

て
い

な
い

4
：

優
先

度
が

非
常

に
高

い
　

 
　

　
 
3
:
優

先
度

は
比

較
的

高
い

／
法

的
・

国
県

　
 
2
：

優
先

度
は

比
較

的
高

い
／

市
民

ニ
ー

ズ
　

　
1
：

優
先

度
は

そ
れ

ほ
ど

高
く

な
い

4
：

期
待

以
上

の
効

果
が

得
ら

れ
た

　
3
:
一

応
の

効
果

が
得

ら
れ

た
 
 
 
 
 
 
 
　

　
　

2
：

あ
ま

り
効

果
が

得
ら

れ
な

か
っ

た
　

 
 
 
　

 
1
：

全
く

効
果

が
得

ら
れ

な
か

っ
た

4
：

非
常

に
高

い
向

上
が

図
ら

れ
た

　
3
:
軽

微
な

向
上

が
図

ら
れ

た
　

 
 
 
 
 
　

　
 
 
2
：

取
り

組
ん

だ
が

向
上

が
図

ら
れ

な
か

っ
た

　
1
：

全
く

取
り

組
ま

な
か

っ
た

4
：

全
て

可
能

で
あ

る
　

 
 
 
 
　

　
 
 
3
:
概

ね
可

能
（

一
部

不
可

能
）

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
：

概
ね

不
可

能
（

一
部

可
能

）
　

 
 
 
 
 
　

 
 
 
1
：

全
く

不
可

能
で

あ
る

1
：

拡
大

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
：

現
状

維
持

　
 
 
 
 
 
 
3
：

見
直

し
・

改
善

　
 
 
 
 
 
4
：

縮
小

　
 
 
 
 
 
 
 
5
：

廃
止

⑤
効

率
性

⑥
代

替
手

段
の

可
能

性

②
市

民
ニ

ー
ス

の
反

映
度

・
対

応
度

③
優

先
度

（
緊

急
性

）

④
有

効
性

①
対

象
・

目
的

・
手

段
の

妥
当

性

9



第
３
節
　
分
野
別
計
画
事
業
一
覧

■
１

　
産

業
振

興
／

地
域

資
源

を
生

か
し

た
賑

わ
い

の
あ

る
ま

ち
　

(
2
)
　

商
工

業
、

観
光

の
振

興

c
o
d
e

重
点

事
業

名
概

要
事

業
費

単
位

：
千

円
担

当
課

成
果
指
標
等

R
1
目
標
値

行
政

評
価

プ
ロ

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和

３
年
度

名
称

①
②

③
④

⑤
⑥

今
後

0
2
0
5

1
南
の
拠
点

整
備
事
業

新
た

な
拠

点
を

整
備

す
る

こ
と

に
よ

り
、

既
存

施
設

と
の

相
乗

効
果

に
よ

る
発

展
を

目
指

す
も

の
で

あ
る

4
1
,
1
4
8

4
1
,
1
4
8

4
1
,
1
4
8
企

画
政

策
課

観
光

入
込

客
数

2
0
0
万

人
4

3
4

3
4

1
1

0
2
2
2

新
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
事
業

寄
附

者
の

意
向

と
市

民
ニ

ー
ズ

を
マ

ッ
チ

ン
グ

さ
せ

た
ま

ち
づ

く
り

を
展

開
し

、
返

礼
品

に
よ

る
地

域
産

業
の

活
性

化
を

図
る

1
,
5
5
8
,
4
5
5

1
,
5
5
8
,
4
5
5

1
,
5
5
8
,
4
5
5
企

画
政

策
課

寄
附

実
績

1
,
0
0
0
,
0
0
0

千
円

2
2

4
2

2
1

1

1
0
1
2

1
商
工
会
振

興
資
金
利
子
補
給
事
業

商
工

業
者

が
垂

水
市

商
工

会
を

通
じ

て
、

金
融

機
関

か
ら

借
り

入
れ

た
資

金
に

対
し

て
予

算
の

範
囲

内
で

補
助

す
る

利
子

補
給

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

水
産

商
工

観
光

課
対

象
事

業
者

4
0
企

業
3

3
3

3
3

2
2

1
0
1
3

商
工
会
運

営
事
業

商
工

会
が

行
う

様
々

な
事

業
に

関
し

て
の

全
般

的
な

支
援

2
,
2
2
0

2
,
2
2
0

2
,
2
2
0

水
産

商
工

観
光

課
商

工
会

会
員

数
3
3
5
件

4
4

4
4

4
2

1

1
0
1
4

1
商
工
関
連

イ
ベ
ン
ト
支
援
事
業

観
光

推
進

体
制

の
確

立
を

図
り

、
各

種
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

す
る

こ
と

で
商

工
業

者
を

は
じ

め
と

し
た

地
域

活
性

化
を

目
指

す
2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

水
産

商
工

観
光

課
関

連
イ

ベ
ン

ト
開

催
数

5
回

4
4

2
4

4
3

2

1
0
1
5

3
特
産
品
販

路
拡
大
支
援
事
業

垂
水

市
が

有
す

る
特

産
品

の
情

報
発

信
を

行
い

、
垂

水
食

材
を

広
く

普
及

さ
せ

、
販

路
拡

大
に

つ
な

が
る

取
り

組
み

を
行

う
1
0
,
7
2
5

1
0
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

水
産

商
工

観
光

課
物

産
展

等
で

の
商

談
件

数
5
件

4
3

2
3

3
2

1

1
0
1
6

プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
発
行
事
業

商
工

会
が

行
う

プ
レ

ミ
ア

ム
商

品
券

発
行

事
業

に
対

し
て

の
補

助
3
7
,
5
0
0

3
2
,
5
0
0

3
2
,
5
0
0

水
産

商
工

観
光

課
加

盟
店

1
3
0
店

舗
4

4
4

4
4

2
1

1
0
1
7

道
の
駅
活

性
化
事
業

経
年

劣
化

し
た

機
器

の
更

新
に

つ
い

て
検

討
7
,
9
9
7

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

水
産

商
工

観
光

課
年

間
売

り
上

げ
4
億

5
千

万
円

4
4

3
3

3
2

1

1
0
1
8

1
空
き
店
舗

対
策
支
援
事
業

年
々

増
加

傾
向

の
空

き
店

舗
を

活
用

す
る

取
組

み
等

を
支

援
し

て
商

店
街

の
活

性
化

を
図

る
0

0
0

水
産

商
工

観
光

課
空

き
店

舗
を

利
用

し
た

新
規

利
用

件
数

1
件

3
3

2
2

2
2

3

1
0
1
9

し
お
か
ぜ

街
道
整
備
事
業

「
道

の
駅

た
る

み
ず

は
ま

び
ら

」
整

備
事

業
地

で
あ

る
浜

平
地

区
海

岸
の

遊
歩

道
及

び
展

望
デ

ッ
キ

等
の

整
備

0
0

0
水
産
商
工
観
光

課
/企

画
政
策
課

利
用

者
数

8
0
万

人

1
0
2
0

宮
脇
公
園

整
備
事
業

物
産

販
売

所
の

設
置

と
中

学
校

跡
地

利
用

の
検

討
を

し
て

い
た

が
、

計
画

の
大

幅
な

見
直

し
が

必
要

0
0

0
水

産
商

工
観

光
課

-
-

1
1

1
1

1
1

5

1
0
2
1

3
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
誘
致
事
業

ス
ポ

ー
ツ

合
宿

団
体

の
誘

致
活

動
を

継
続

し
、

更
に

充
実

し
た

受
入

体
制

の
確

立
に

向
け

て
関

係
機

関
と

の
連

携
を

図
る

1
,
0
0
0

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

水
産

商
工

観
光

課
合

宿
受

入
団

体
2
5
団

体
1
,
0
0
0
人

5
0
団

体
1
,
5
0
0
名

4
4

4
4

4
4

1

1
0
2
2

森
の
駅
活

性
化
事
業

各
種

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

拠
点

と
し

て
役

割
を

果
た

し
、

ス
ポ

ー
ツ

合
宿

や
教

育
旅

行
の

中
心

的
な

施
設

と
し

て
、

交
流

人
口

の
拡

大
を

図
る

1
9
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

水
産

商
工

観
光

課
宿

泊
者

数
6
,
0
0
0
人

2
3

3
4

3
4

3

1
0
2
3

3
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
事
業

森
の

駅
た

る
み

ず
を

拠
点

の
一

つ
と

し
て

ツ
ー

リ
ズ

ム
振

興
に

係
る

事
業

を
実

施
し

て
い

る
2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

水
産

商
工

観
光

課
民

泊
等

受
入

数
2
0
校

　
2
,
0
0
0
人

4
4

4
4

4
3

2

1
0
2
4

高
峠
公
園

整
備
事
業

（
ソ
フ
ト

・
維
持
管
理
）

平
成

2
4
年

3
月

に
霧

島
錦

江
湾

国
立

公
園

に
指

定
。

維
持

管
理

方
法

を
検

討
し

な
が

ら
、

観
光

地
の

ひ
と

つ
と

し
て

整
備

し
て

い
く

8
,
6
7
9

8
,
6
7
9

8
,
6
7
9

水
産

商
工

観
光

課
来

園
者

数
2
6
,
2
5
0
人

3
3

3
3

3
2

2

1
0
2
5

3
垂
水
千
本

イ
チ
ョ
ウ
園
整
備
事
業

（
ソ
フ
ト

・
維
持
管
理
）

シ
ー

ズ
ン

中
は

交
通

渋
滞

が
発

生
す

る
た

め
、

シ
ャ

ト
ル

バ
ス

の
運

行
な

ど
交

通
渋

滞
の

緩
和

対
策

を
講

じ
る

4
,
6
7
1

4
,
6
7
1

4
,
6
7
1

水
産

商
工

観
光

課
来

園
者

数
6
0
,
0
0
0
人

4
4

4
4

3
2

2

1
0
2
6

3
大
隅
広
域

観
光
推
進
事
業

大
隅

地
域

へ
の

流
れ

を
戦

力
的

に
創

出
し

、
地

域
活

性
化

を
図

る
た

め
、

㈱
お

お
す

み
未

来
会

議
の

設
立

に
向

け
て

取
り

組
む

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

水
産

商
工

観
光

課
大

隅
広

域
宿

泊
者

数
4
4
1
,
0
0
0
人

4
4

4
4

3
2

2

1
7
事

業
事

業
費

計
1
,
7
0
2
,
8
9
5

1
,
6
9
3
,
3
7
3

1
,
6
9
3
,
3
7
3
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第
３
節
　
分
野
別
計
画
事
業
一
覧

■
１

　
産

業
振

興
／

地
域

資
源

を
生

か
し

た
賑

わ
い

の
あ

る
ま

ち
産

業
振

興
／

地
域

資
源

を
生

か
し

た
賑

わ
い

の
あ

る
ま

ち
　

(
3
)
　

雇
用

環
境

の
充

実

c
o
d
e

重
点

事
業

名
概

要
事

業
費

単
位

：
千

円
担

当
課

成
果
指
標
等

R
1
目
標
値

行
政

評
価

プ
ロ

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和

３
年
度

名
称

①
②

③
④

⑤
⑥

今
後

0
2
0
4

1
地
方
創
生

関
連
事
業

事
業

の
進

捗
管

理
を

行
い

、
本

市
の

人
口

動
態

が
プ

ラ
ス

に
転

じ
る

よ
う

、
特

色
あ

る
住

み
よ

い
ま

ち
づ

く
り

を
目

指
す

0
0

0
企

画
政

策
課

効
果

検
証

の
実

施
1
回

4
4

4
4

4
2

1

0
2
0
6

1
垂
水
市
地

域
若
者
「
就
地
」
拡
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

事
業

高
校

・
大

学
及

び
企

業
と

連
携

し
、

就
業

体
験

・
講

座
等

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

発
し

、
若

者
が

地
域

で
の

実
践

的
な

経
営

ス
キ

ル
を

学
ぶ

1
,
3
9
4

0
0
企

画
政

策
課

地
域

再
生

計
画

の
雇

用
創

出
数

2
0
人

4
3

4
3

2
2

3

0
2
1
3

1
雇
用
創
出

関
連
事
業
（
企
画
政
策
課
分
）

企
業

誘
致

の
促

進
、

既
進

出
企

業
へ

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

に
よ

る
雇

用
創

出
2
9
2

4
3
5

2
9
2
企

画
政

策
課

市
内

立
地

企
業

雇
用

者
数

6
8
9
人

4
3

4
2

2
2

3

0
6
1
0

公
営
社
団

法
人
垂
水
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
補

助
事
業

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

の
運

営
経

費
に

対
す

る
補

助
を

行
う

9
,
6
3
9

9
,
6
3
9

9
,
6
3
9
福

祉
課

会
員

数
1
8
0
人

4
3

2
3

3
1

2

4
事

業
事

業
費

計
1
1
,
3
2
5

1
0
,
0
7
4

9
,
9
3
1

  
 【

重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
凡
例
】

1
　

ま
ち

・
ひ

と
・

し
ご

と
の

創
生

2
　

健
康

長
寿

・
子

育
て

支
援

の
ま

ち
づ

く
り

3
　

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進

  
 【

行
政

評
価
凡
例
】

①
対

象
・

目
的

・
手

段
の

妥
当

性
4
：

非
常

に
妥

当
で

あ
る

　
 
 
 
 
　

　
3
:
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
妥

当
で

あ
る

　
 
 
 
 
 
2
：

あ
ま

り
妥

当
で

な
い

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

 
 
1
：

全
く

妥
当

で
な

い

②
市

民
ニ

ー
ス

の
反

映
度

・
対

応
度

4
：

非
常

に
反

映
・

対
応

し
た

　
　

　
3
：

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

反
映

・
対

応
し

た
　

2
：

あ
ま

り
反

映
・

対
応

し
て

い
な

い
　

 
 
　

 
 
1
：

全
く

反
映

・
対

応
し

て
い

な
い

③
優

先
度

（
緊

急
性

）
4
：

優
先

度
が

非
常

に
高

い
　

 
　

　
 
3
:
優

先
度

は
比

較
的

高
い

／
法

的
・

国
県

　
 
2
：

優
先

度
は

比
較

的
高

い
／

市
民

ニ
ー

ズ
　

　
1
：

優
先

度
は

そ
れ

ほ
ど

高
く

な
い

今
後

／
今

後
の

方
向

性
1
：

拡
大

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
：

現
状

維
持

　
 
 
 
 
 
 
3
：

見
直

し
・

改
善

　
 
 
 
 
 
4
：

縮
小

　
 
 
 
 
 
 
 
5
：

廃
止

④
有

効
性

4
：

期
待

以
上

の
効

果
が

得
ら

れ
た

　
3
:
一

応
の

効
果

が
得

ら
れ

た
 
 
 
 
 
 
 
　

　
　

2
：

あ
ま

り
効

果
が

得
ら

れ
な

か
っ

た
　

 
 
 
　

 
1
：

全
く

効
果

が
得

ら
れ

な
か

っ
た

⑤
効

率
性

4
：

非
常

に
高

い
向

上
が

図
ら

れ
た

　
3
:
軽

微
な

向
上

が
図

ら
れ

た
　

 
 
 
 
 
　

　
 
 
2
：

取
り

組
ん

だ
が

向
上

が
図

ら
れ

な
か

っ
た

　
1
：

全
く

取
り

組
ま

な
か

っ
た

⑥
代

替
手

段
の

可
能

性
4
：

全
て

可
能

で
あ

る
　

 
 
 
 
　

　
 
 
3
:
概

ね
可

能
（

一
部

不
可

能
）

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
：

概
ね

不
可

能
（

一
部

可
能

）
　

 
 
 
 
 
　

 
 
 
1
：

全
く

不
可

能
で

あ
る
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第
３
節
　
分
野
別
計
画
事
業
一
覧

■
２

　
教

育
文

化
／

次
世

代
の

担
い

手
を

育
成

・
支

援
す

る
ま

ち
　

(
4
)
　

子
育

て
支

援
体

制
、

学
校

教
育

の
充

実

c
o
d
e

重
点

事
業

名
概

要
事

業
費

単
位

：
千

円
担

当
課

成
果
指
標
等

R
1
目
標
値

行
政

評
価

プ
ロ

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和

３
年
度

名
称

①
②

③
④

⑤
⑥

今
後

0
6
0
1

2
病
児
・
病

後
児
保
育
事
業

集
団

保
育

が
困

難
で

あ
り

、
保

護
者

が
仕

事
等

に
よ

り
自

宅
で

看
病

出
来

な
い

場
合

に
、

病
院

等
の

専
用

ス
ペ

ー
ス

等
で

保
育

す
る

5
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0
福

祉
課

病
児

・
病

後
児

保
育

所
の

設
置

0
箇

所
4

4
4

1
1

0
6
0
2

2
特
別
保
育

事
業

通
常

保
育

以
外

の
事

業
を

実
施

す
る

保
育

所
等

に
対

し
て

助
成

を
行

い
子

育
て

支
援

に
つ

な
げ

る
1
9
,
7
3
2

1
9
,
7
3
2

1
9
,
7
3
2
福

祉
課

実
施

事
業

数
1
9
事

業
4

4
4

4
4

1
2

0
6
0
3

2
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業

就
学

前
児

童
及

び
そ

の
保

護
者

が
相

互
交

流
を

行
う

場
所

を
開

設
し

、
子

育
て

に
つ

い
て

の
相

談
等

の
援

助
を

行
う

事
業

4
,
0
2
3

4
,
0
2
3

4
,
0
2
3
福

祉
課

述
べ

利
用

者
数

7
,
0
0
0
人

4
4

4
4

3
1

3

0
6
0
4

2
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

子
育

て
中

の
保

護
者

等
を

会
員

と
し

て
、

利
用

会
員

と
提

供
会

員
と

の
相

互
援

助
活

動
を

行
う

事
業

2
,
8
6
6

2
,
8
6
6

2
,
8
6
6
福

祉
課

利
用

者
数

　
2
6

人
/
年

4
0
人

4
4

4
4

3
1

1

0
6
0
5

2
放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業

（
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
）

授
業

終
了

後
に

小
学

校
の

余
裕

教
室

等
を

活
用

し
て

適
切

な
遊

び
及

び
生

活
の

場
を

与
え

て
、

児
童

の
健

全
な

育
成

を
図

る
2
4
,
5
3
6

1
9
,
6
2
8

1
9
,
6
2
8
福

祉
課

利
用

者
数

　
1
1
7

人
/
年

1
3
0
人

4
4

4
4

4
1

1

0
6
0
6

2
垂
水
市
要

保
護
児
童
対
策
事
業

要
保

護
児

童
の

適
切

な
保

護
を

図
る

た
め

に
必

要
な

情
報

の
交

換
を

行
う

と
と

も
に

、
支

援
の

内
容

に
関

す
る

協
議

を
行

う
1
,
8
4
8

1
,
8
4
8

1
,
8
4
8
福

祉
課

対
象
児
童
の
早
期

発
見
・
対
応
率

1
0
0
%

4
4

4
4

2
1

2

0
6
0
7

2
子
育
て
世

代
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
事
業

子
育

て
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

に
資

す
る

た
め

、
子

育
て

世
帯

に
お

け
る

各
種

の
経

済
的

な
負

担
軽

減
を

図
る

も
の

2
4
8
,
9
0
6

2
4
8
,
9
0
6

2
4
8
,
9
0
6
福

祉
課

受
給

適
格

者
へ

の
給

付
率

1
0
0
%

4
4

4
4

4
1

2

0
6
0
7

-
2
新

2
子
ど
も
医

療
費
助
成
事
業
の
対
象
者
拡
大

経
済

的
負

担
軽

減
策

の
一

環
と

し
て

、
医

療
費

助
成

の
対

象
者

を
1
5
歳

ま
で

か
ら

、
1
8
歳

ま
で

に
拡

大
す

る
も

の
2
6
,
0
0
0

2
8
,
5
0
0

2
8
,
5
0
0
福

祉
課

制
度

運
用

開
始

R
2
.
4
.
1

－
4

4
4

4
4

1
1

0
6
0
7

-
3
新

2
幼
児
教
育

無
償
化
に
伴
う
保
育
料
助
成
事

業
国

の
無

償
化

制
度

に
よ

り
、

一
部

無
償

化
と

な
ら

な
い

自
動

に
係

る
保

育
料

を
助

成
す

る
も

の
2
0
,
6
0
2

2
8
,
2
3
9

2
8
,
2
3
9
福

祉
課

制
度

運
用

開
始

R
2
.
4
.
1

－
4

4
4

4
4

1
1

1
8
0
1

2
垂
水
高
校

振
興
対
策
事
業

垂
水

高
校

振
興

対
策

協
議

会
の

行
う

事
業

に
対

し
、

予
算

の
範

囲
内

で
補

助
金

を
交

付
し

運
営

経
費

に
充

て
る

1
1
,
2
5
0

1
1
,
2
5
0

1
1
,
2
5
0
教

育
総

務
課

定
員

充
足

率
5
3
%

4
4

4
3

3
1

2

1
8
0
2

教
職
員
住

宅
管
理
整
備
事
業

教
職

員
住

宅
４

８
戸

の
居

住
環

境
の

改
善

整
備

及
び

教
職

員
住

宅
建

設
1
,
1
3
0

2
6
,
5
0
9

2
6
,
5
0
9
教

育
総

務
課

入
居

率
7
0
%

4
2

3
3

2
3

3

1
8
0
3

学
校
管
理

事
業

学
校

主
事

、
図

書
司

書
、

学
校

医
等

に
係

る
人

件
費

、
小

・
中

学
校

の
物

件
費

に
係

る
予

算
管

理
、

ス
ク

ー
ル

バ
ス

等
ー

の
委

託
等

1
3
5
,
9
6
5

1
3
5
,
9
6
5

1
3
5
,
9
6
5
教

育
総

務
課

小
･
中

学
校

学
校

主
事

の
確

保
3
人

4
3

4
3

4
1

2

1
8
0
4

小
学
校
施

設
整
備
事
業

小
学

校
施

設
・

設
備

の
整

備
1
5
4
,
5
4
6

3
9
,
5
0
0

3
9
,
5
0
0
教

育
総

務
課

非
構

造
部

材
の

耐
震

化
9
5
%

4
4

4
4

4
1

1

1
8
0
5

中
学
校
施

設
整
備
事
業

中
学

校
施

設
・

設
備

の
整

備
4
0
9

6
,
5
0
0

6
,
5
0
0
教

育
総

務
課

非
構

造
部

材
の

耐
震

化
1
0
0
%

4
4

4
4

3
1

2

1
8
0
6

公
立
学
校

施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定
事
業

公
立

学
校

施
設

の
長

寿
命

化
計

画
策

定
9
,
1
8
0

6
0
,
0
0
0

1
1
0
,
0
0
0
教

育
総

務
課

計
画

の
策

定
、

事
業

実
施

状
況

8
0
%

4
4

4
3

4
1

2

1
9
0
1

特
別
支
援

教
育
支
援
員
設
置
事
業

特
別

支
援

教
育

の
支

援
に

関
し

て
必

要
と

認
め

ら
れ

る
こ

と
に

対
す

る
支

援
を

行
う

2
4
,
5
8
5

2
4
,
5
8
5

2
4
,
5
8
5
学

校
教

育
課

配
置

事
業

報
告

書
児

童
生

徒
数

に
応

じ
配

置
4

4
4

4
4

2
2

1
9
0
2

垂
水
市
サ

イ
エ
ン
ス
会
推
進
事
業

青
少

年
の

た
め

の
科

学
の

祭
典

i
n
垂

水
や

理
科

標
本

づ
く

り
講

習
会

及
び

名
付

け
会

等
の

開
催

1
5
0

7
0
0

1
5
0
学

校
教

育
課

参
加

者
数

3
0
人

4
4

2
3

4
2

3

1
9
0
3

地
域
ぐ
る

み
の
学
校
安
全
体
制
整
備
推
進

事
業

ス
ク

ー
ル

ガ
ー

ド
や

防
犯

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
ま

と
め

、
パ

ト
ロ

ー
ル

等
を

実
施

し
、

学
校

安
全

体
制

の
指

導
助

言
を

行
う

4
9
3

4
9
3

4
9
3
学

校
教

育
課

ｶ
ﾞ
ｰ
ﾄ
ﾞ
ﾘ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ｰ
事

業
報

告
書

事
業

実
施

4
4

4
4

3
2

2

1
9
0
4

ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
活
用
事

業
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

が
学

校
巡

回
を

行
い

、
児

童
生

徒
の

教
育

相
談

、
保

護
者

や
教

職
員

へ
の

支
援

を
行

う
9
8
0

1
,
4
7
0

1
,
4
7
0
学

校
教

育
課

ｿ
ｰ
ｼ
ｬ
ﾙ
ﾜ
ｰ
ｶ
ｰ
事

業
報

告
書

事
業

実
施

4
4

4
4

4
2

1

1
9
0
5

ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
派
遣
事
業

希
望

の
あ

っ
た

児
童

生
徒

、
保

護
者

へ
の

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

通
し

て
、

専
門

的
な

立
場

か
ら

必
要

な
支

援
・

援
助

を
行

う
1
3
7

1
3
7

1
3
7
学

校
教

育
課

ｶ
ｳ
ﾝ
ｾ
ﾗ
ｰ
事

業
報

告
書

事
業

実
施

4
4

4
4

4
2

2

1
9
0
6

1
た
る
た
る

奨
学
金

本
市

在
住

者
の

子
弟

の
学

習
機

会
を

保
障

し
、

卒
業

後
の

返
還

期
時

に
本

市
在

住
の

場
合

は
、

返
還

を
免

除
し

、
定

住
意

欲
を

高
め

る
4
5

4
5

4
5
学

校
教

育
課

奨
学

金
申

請
者

数
申

請
者

2
0
人

4
4

4
4

4
2

2
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第
３
節
　
分
野
別
計
画
事
業
一
覧

■
２

　
教

育
文

化
／

次
世

代
の

担
い

手
を

育
成

・
支

援
す

る
ま

ち
　

(
4
)
　

子
育

て
支

援
体

制
、

学
校

教
育

の
充

実

c
o
d
e

重
点

事
業

名
概

要
事

業
費

単
位

：
千

円
担

当
課

成
果
指
標
等

R
1
目
標
値

行
政

評
価

プ
ロ

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和

３
年
度

名
称

①
②

③
④

⑤
⑥

今
後

1
9
0
7

2
英
語
力
向

上
総
合
プ
ラ
ン
①

外
国
語
活

動
指
導
講
師
派
遣
事
業

小
学

校
３

～
６

年
生

ま
で

の
外

国
語

活
動

の
授

業
時

数
増

に
対

応
し

、
英

語
の

堪
能

な
２

人
の

指
導

講
師

を
各

小
学

校
へ

派
遣

す
る

4
,
8
6
3

7
,
2
9
5

7
,
2
9
5
学

校
教

育
課

5
・

6
年

の
年

間
授

業
実

施
時

間
5
0
時

間
4

4
4

4
4

2
1

1
9
0
8

2
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
環
境
整
備
事
業

各
小

・
中

学
校

で
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
活

用
し

た
授

業
を

展
開

す
る

と
と

も
に

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

支
援

員
を

委
託

し
、

サ
ポ

ー
ト

を
行

う
1
2
,
8
2
0

1
2
,
8
2
0

1
2
,
8
2
0
学

校
教

育
課

職
員

研
修

会
の

実
施

2
回

4
4

4
4

4
2

4

1
9
0
9

2
夢
の
実
現

！
学
び
の
教
室
（
中
学
生
）
事

業
学

校
以

外
で

学
習

す
る

機
会

の
少

な
い

中
学

生
を

市
民

館
に

集
め

、
保

護
者

負
担

を
必

要
と

し
な

い
学

習
の

場
を

提
供

す
る

4
5
3

4
5
3

4
5
3
学

校
教

育
課

目
標

を
持

っ
て

い
る

割
合

中
学

3
年

7
0
.
0
％

4
4

4
4

4
2

2

1
9
1
0

2
あ
つ
ま
れ

わ
ん
ぱ
く
！
夏
の
勉
強
会
事
業

小
学

校
４

～
６

年
生

の
児

童
を

対
象

に
、

夏
季

休
業

期
間

中
に

希
望

児
童

を
中

学
校

に
集

め
、

２
日

間
の

学
習

会
を

実
施

す
る

6
5

6
5

6
5
学

校
教

育
課

目
標

を
持

っ
て

い
る

割
合

小
学

5
年

9
0
.
0
％

4
4

4
4

4
2

2

1
9
1
1

英
語
力
向

上
総
合
プ
ラ
ン
③

青
少
年
海

外
派
遣
事
業
夢
の
翼

現
地

で
の

活
動

を
通

し
て

、
語

学
力

の
重

要
性

を
知

り
、

向
上

を
図

る
契

機
と

し
、

国
際

社
会

の
意

識
を

高
め

る
機

会
と

す
る

2
,
5
1
3

2
,
5
1
3

2
,
5
1
3
学

校
教

育
課

青
少

年
海

外
派

遣
事

業
報

告
書

事
業

実
施

と
成

果
の

波
及

4
4

4
4

4
2

2

1
9
1
2

新
2

英
語
力
向

上
総
合
プ
ラ
ン
②

　
中
学
生

英
語
検
定
補
助
事
業

全
生

徒
を

対
象

に
英

語
検

定
試

験
の

希
望

す
る

級
の

検
定

料
を

年
１

回
補

助
す

る
6
4
2

6
4
2

6
4
2
学

校
教

育
課

受
検

率
5
0
%

4
4

4
4

4
2

1

1
9
1
3

新
英
語
力
向

上
総
合
プ
ラ
ン
④

語
学
指
導

等
を
行
う
外
国
青
年
招
致
事
業

英
語

力
向

上
の

た
め

、
民

間
団

体
が

派
遣

す
る

Ａ
Ｌ

Ｔ
を

垂
水

中
央

中
学

校
へ

派
遣

す
る

4
,
5
3
6

5
,
2
1
4

5
,
2
1
4
学

校
教

育
課

学
習

定
着

度
調

査
地

区
平

均
以

上
4

4
4

4
4

2
1

1
9
1
4

新
わ
く
わ
く

ど
き
ど
き
！
夢
教
室

児
童

生
徒

に
夢

や
希

望
を

持
た

せ
る

た
め

、
一

流
の

も
の

を
見

る
、

聴
く

、
触

れ
る

機
会

を
設

定
す

る
1
,
0
2
7

5
0
0

1
,
0
0
0
学

校
教

育
課

目
標

を
持

っ
て

い
る

割
合

中
3
：

7
0
%

小
5
：

9
0
%

4
4

4
4

2
2

2

1
9
1
5

新
就
学
援
助

費
支
給
事
務

経
済

的
理

由
に

よ
り

就
学

が
困

難
な

小
・

中
学

校
就

学
予

定
の

保
護

者
に

就
学

援
助

費
を

支
給

す
る

1
,
9
7
6

1
,
9
7
6

1
,
9
7
6
学

校
教

育
課

支
給

事
務

3
月

中
旬

ま
で

に
事

業
実

施
4

4
4

4
4

2
2

1
9
1
6

新
ふ
る
さ
と

垂
水
推
進
事
業

各
小

･
中

学
校

の
総

合
的

な
学

習
に

お
い

て
、

ふ
る

さ
と

に
学

び
、

知
り

、
誇

り
に

す
る

学
習

活
動

を
展

開
す

る
7
7
0

7
7
0

7
7
0
学

校
教

育
課

活
動

実
施

と
発

表
の

場
の

設
定

全
小

中
学

校
4

4
4

4
4

2
1

1
9
1
7

新
心
は
れ
ば

れ
！
学
習
会

夏
休

み
終

盤
に

2
日

間
、

小
学

５
年

～
中

学
３

年
ま

で
を

対
象

に
学

習
会

の
場

を
提

供
し

、
学

習
課

題
を

終
わ

ら
せ

る
機

会
を

提
供

す
る

0
0

0
学

校
教

育
課

各
集

会
実

施
2
日

間
4

4
4

4
4

2
1

1
9
1
8

新
芸
術
文
化

振
興
事
業

不
足

す
る

楽
器

を
購

入
し

、
豊

か
な

心
の

育
成

を
育

成
す

る
と

と
も

に
、

地
域

社
会

に
貢

献
さ

せ
る

0
2
,
5
6
7

0
学

校
教

育
課

楽
器

購
入

令
和

2
年

度
－

4
4

4
4

4
2

1

3
3
事

業
事

業
費

計
7
1
7
,
0
9
8

7
0
1
,
7
1
1

7
4
9
,
0
9
4

  
 【

重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
凡
例
】

1
　

ま
ち

・
ひ

と
・

し
ご

と
の

創
生

2
　

健
康

長
寿

・
子

育
て

支
援

の
ま

ち
づ

く
り

3
　

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進

  
 【

行
政

評
価
凡
例
】

①
対

象
・

目
的

・
手

段
の

妥
当

性
4
：

非
常

に
妥

当
で

あ
る

　
 
 
 
 
　

　
3
:
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
妥

当
で

あ
る

　
 
 
 
 
 
2
：

あ
ま

り
妥

当
で

な
い

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

 
 
1
：

全
く

妥
当

で
な

い

②
市

民
ニ

ー
ス

の
反

映
度

・
対

応
度

4
：

非
常

に
反

映
・

対
応

し
た

　
　

　
3
：

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

反
映

・
対

応
し

た
　

2
：

あ
ま

り
反

映
・

対
応

し
て

い
な

い
　

 
 
　

 
 
1
：

全
く

反
映

・
対

応
し

て
い

な
い

③
優

先
度

（
緊

急
性

）
4
：

優
先

度
が

非
常

に
高

い
　

 
　

　
 
3
:
優

先
度

は
比

較
的

高
い

／
法

的
・

国
県

　
 
2
：

優
先

度
は

比
較

的
高

い
／

市
民

ニ
ー

ズ
　

　
1
：

優
先

度
は

そ
れ

ほ
ど

高
く

な
い

今
後

／
今

後
の

方
向

性
1
：

拡
大

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
：

現
状

維
持

　
 
 
 
 
 
 
3
：

見
直

し
・

改
善

　
 
 
 
 
 
4
：

縮
小

　
 
 
 
 
 
 
 
5
：

廃
止

④
有

効
性

4
：

期
待

以
上

の
効

果
が

得
ら

れ
た

　
3
:
一

応
の

効
果

が
得

ら
れ

た
 
 
 
 
 
 
 
　

　
　

2
：

あ
ま

り
効

果
が

得
ら

れ
な

か
っ

た
　

 
 
 
　

 
1
：

全
く

効
果

が
得

ら
れ

な
か

っ
た

⑤
効

率
性

4
：

非
常

に
高

い
向

上
が

図
ら

れ
た

　
3
:
軽

微
な

向
上

が
図

ら
れ

た
　

 
 
 
 
 
　

　
 
 
2
：

取
り

組
ん

だ
が

向
上

が
図

ら
れ

な
か

っ
た

　
1
：

全
く

取
り

組
ま

な
か

っ
た

⑥
代

替
手

段
の

可
能

性
4
：

全
て

可
能

で
あ

る
　

 
 
 
 
　

　
 
 
3
:
概

ね
可

能
（

一
部

不
可

能
）

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
：

概
ね

不
可

能
（

一
部

可
能

）
　

 
 
 
 
 
　

 
 
 
1
：

全
く

不
可

能
で

あ
る
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第
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節
　
分
野
別
計
画
事
業
一
覧
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教

育
文

化
／

次
世

代
の

担
い

手
を

育
成

・
支

援
す

る
ま

ち
　

(
5
)
　

生
涯

教
育

の
充

実
、

地
域

文
化

の
保

存
・

継
承

・
活

用

c
o
d
e

重
点

事
業

名
概

要
事

業
費

単
位

：
千

円
担

当
課

成
果
指
標
等

R
1
目
標
値

行
政

評
価

プ
ロ

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和

３
年
度

名
称

①
②

③
④

⑤
⑥

今
後

2
0
0
1

市
民
館
・

地
区
公
民
館
運
営
管
理
事
業

市
民

館
・

地
区

公
民

館
の

事
務

委
任

、
維

持
管

理
委

託
、

整
備

修
繕

4
2
,
4
5
1

4
2
,
0
0
0

4
2
,
0
0
0
社

会
教

育
課

地
区

公
民

館
の

利
用

者
数

6
0
,
0
0
0
人

4
3

4
3

4
1

2

2
0
0
2

歴
史
民
俗

資
料
館
施
設

貴
重

な
文

化
財

を
展

示
・

保
管

す
る

た
め

、
歴

史
民

俗
資

料
館

の
建

設
に

向
け

て
検

討
を

行
う

0
0

0
社

会
教

育
課

文
化

財
保

護
審

議
会

開
催

数
2
回

4
4

3
2

2
3

3

2
0
0
3

瀬
戸
口
藤

吉
翁
記
念
行
進
曲
コ
ン
ク
ー
ル

事
業

瀬
戸

口
藤

吉
翁

の
故

郷
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
コ

ン
ク

ー
ル

等
を

通
し

て
本

県
吹

奏
楽

発
展

に
寄

与
し

、
地

域
活

性
化

に
つ

な
げ

る
2
,
8
3
6

2
,
8
3
6

2
,
8
3
6
社

会
教

育
課

出
場

者
団

体
数

1
6
団

体
3

4
4

3
4

2
3

2
0
0
4

指
定
文
化

財
・
埋
蔵
文
化
財
事
業

学
術

的
に

貴
重

な
文

化
財

に
つ

い
て

は
市

指
定

文
化

財
に

指
定

し
、

文
化

財
の

保
護

を
図

っ
て

い
る

2
0
,
4
8
8

3
,
6
5
8

3
,
6
5
8
社

会
教

育
課

文
化

財
の

見
学

者
数

2
0
0
名

3
3

3
3

3
1

2

2
0
0
5

文
化
振
興

事
業

各
種

文
化

事
業

を
開

催
し

、
市

民
の

文
化

意
識

向
上

を
図

る
4
,
9
5
4

4
,
9
5
4

4
,
9
5
4
社

会
教

育
課

文
化

祭
来

館
者

1
,
0
0
0
人

4
3

3
4

3
2

1

2
0
0
6

文
化
会
館

管
理
運
営
事
業

垂
水

市
文

化
会

館
の

舞
台

運
営

、
維

持
管

理
等

、
整

備
事

業
2
8
,
2
8
5

2
8
,
2
8
5

2
8
,
2
8
5
社

会
教

育
課

文
化

会
館

利
用

者
数

2
5
,
0
0
0
人

2
3

4
3

3
1

3

2
0
0
7

市
立
図
書

館
運
営
事
業

図
書

、
記

録
そ

の
他

必
要

な
資

料
を

収
集

し
、

整
理

し
、

保
存

し
て

垂
水

市
民

の
利

用
に

供
す

る
2
5
,
5
8
4

1
6
,
0
8
4

1
6
,
0
8
4
社

会
教

育
課

市
民

一
人

あ
た

り
貸

出
数

3
.
7
9
冊

3
4

2
3

2
1

1

2
0
0
8

市
立
図
書

館
管
理
委
託
事
業

図
書

館
施

設
の

管
理

等
（

図
書

シ
ス

テ
ム

の
管

理
委

託
等

）
9
,
3
9
7

4
,
2
9
5

4
,
2
9
5
社

会
教

育
課

来
館

者
数

1
9
,
0
0
0
人

4
3

2
3

3
3

2

2
0
0
9

Ｐ
Ｔ
Ａ
・

子
ど
も
会
等
活
動
支
援
事
業

垂
水

市
Ｐ

Ｔ
Ａ

連
絡

協
議

会
活

動
の

支
援

、
指

導
助

言
垂

水
市

子
ど

も
会

育
成

連
絡

協
議

会
各

種
活

動
の

支
援

、
指

導
助

言
2
9
5

2
9
5

2
9
5
社

会
教

育
課

全
国

子
ど

も
会

安
全

会
会

員
数

1
,
8
5
0
人

4
3

2
3

2
1

2

2
0
1
0

垂
水
市
人

権
同
和
教
育
事
業

人
権

問
題

に
対

す
る

正
し

い
認

識
と

理
解

を
深

め
、

地
域

に
お

け
る

人
権

問
題

に
「

気
づ

く
」

人
権

感
覚

を
身

に
つ

け
る

1
5

1
5

1
5
社

会
教

育
課

人
権

教
育

研
修

会
参

加
人

数
1
5
0
人

4
3

3
3

3
2

2

2
0
1
1

垂
水
市
視

聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業

視
聴

覚
機

材
の

整
備

、
充

実
、

供
給

視
聴

覚
教

育
に

関
す

る
講

習
会

、
研

修
会

等
の

開
催

1
4
2

1
4
2

1
4
2
社

会
教

育
課

視
聴

覚
教

材
貸

出
数

1
0
0
件

3
3

1
3

3
2

2

2
0
1
2

垂
水
お
も

て
な
し
少
女
・
少
年
隊
事
業

垂
水

お
も

て
な

し
少

女
・

少
年

隊
の

活
動

等
（

市
内

各
地

の
イ

ベ
ン

ト
活

動
へ

の
積

極
的

な
活

動
参

加
）

1
2
7

1
4
5

1
4
5
社

会
教

育
課

登
録

隊
員

数
2
5
人

4
3

2
3

3
3

2

2
0
1
3

生
涯
学
習

事
業

生
涯

学
習

に
つ

い
て

企
画

・
検

討
・

承
認

市
民

講
座

、
公

民
館

講
座

、
出

前
講

座
等

の
実

施
1
,
4
7
2

1
,
5
1
8

1
,
5
1
8
社

会
教

育
課

講
座

利
用

者
数

7
,
1
0
0
人

4
3

3
3

2
3

2

2
0
1
4

青
少
年
健

全
育
成
事
業

青
少

年
の

健
全

育
成

方
針

に
従

い
、

関
係

機
関

・
団

体
と

連
携

街
頭

補
導

や
生

活
指

導
等

の
実

践
的

な
活

動
を

実
施

1
,
1
2
2

1
,
1
2
2

1
,
1
2
2
社

会
教

育
課

補
導

活
動

回
数

(
補

導
員

)
1
5
0
回

3
3

3
3

2
3

2

2
0
1
5

体
育
施
設

管
理
運
営
事
業

中
央

運
動

公
園

施
設

の
整

備
、

使
用

許
可

な
ど

の
運

営
業

務
水

之
上

・
大

野
体

育
館

・
川

崎
運

動
・

垂
水

港
緑

地
広

場
の

管
理

等
2
9
,
0
7
7

2
9
,
0
7
7

2
9
,
0
7
7
社

会
教

育
課

社
会

体
育

施
設

利
用

者
数

1
2
0
,
0
0
0
人

4
2

4
2

3
1

1

2
0
1
6

錦
江
湾
シ

ー
カ
ヤ
ッ
ク
大
会

「
錦

江
湾

み
ら

い
総

合
戦

略
」

に
沿

っ
て

景
観

や
特

性
を

広
く

県
内

外
の

方
々

に
ア

ピ
ー

ル
す

る
4
0
0

4
0
0

4
0
0
社

会
教

育
課

大
会

参
加

者
数

延
べ

1
2
0
人

3
2

1
2

2
3

3

2
0
1
7

体
育
関
係

団
体
等
支
援
事
業

体
育

協
会

事
務

局
業

務
､
ス

ポ
ー

ツ
少

年
団

事
務

局
業

務
、

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

会
業

務
、

県
事

業
の

支
援

1
,
8
2
4

1
,
8
2
4

1
,
8
2
4
社

会
教

育
課

体
育

協
会

団
体

数
1
7
団

体
4

3
4

3
3

1
2

2
0
1
8

学
校
体
育

施
設
開
放
事
業

少
年

団
体

の
活

動
、

各
団

体
で

行
う

ス
ポ

ー
ツ

活
動

等
に

対
し

、
運

営
協

議
会

を
組

織
し

て
学

校
体

育
施

設
開

放
を

行
う

1
8
0

1
8
0

1
8
0
社

会
教

育
課

利
用

者
数

2
4
,
1
3
0
人

4
3

4
3

3
2

2

2
0
1
9

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
事
業

地
区

公
民

館
を

単
位

と
し

た
、

校
区

住
民

の
ふ

れ
あ

い
ス

ポ
ー

ツ
・

交
流

の
場

を
体

育
指

導
委

員
が

中
心

と
な

っ
て

実
施

す
る

6
0

6
0

6
0
社

会
教

育
課

参
加

者
数

4
0
0
人

4
3

4
3

3
1

2

2
0
2
0

総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
業

各
地

区
の

ス
ポ

ー
ツ

振
興

団
体

や
地

域
住

民
が

幅
広

く
参

加
し

、
自

主
的

に
運

営
さ

れ
る

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
の

設
立

を
目

指
す

0
0

0
社

会
教

育
課

団
体

数
1
団

体
4

2
3

3
3

1
3

2
0
2
1

大
野
自
然

学
校
事
業

大
野

地
区

や
鹿

児
島

大
学

農
学

部
附

属
演

習
林

の
資

源
を

活
用

し
た

環
境

教
育

の
普

及
等

2
,
4
6
0

2
,
4
9
9

2
,
4
9
9
社

会
教

育
課

事
業

実
施

に
よ

る
利

用
延

人
数

3
,
4
0
0
人

3
3

3
3

3
3

3
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教

育
文

化
／

次
世

代
の

担
い

手
を

育
成

・
支

援
す

る
ま

ち
　

(
5
)
　

生
涯

教
育

の
充

実
、

地
域

文
化

の
保

存
・

継
承

・
活

用

c
o
d
e

重
点

事
業

名
概

要
事

業
費

単
位

：
千

円
担

当
課

成
果
指
標
等

R
1
目
標
値

行
政

評
価

プ
ロ

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和

３
年
度

名
称

①
②

③
④

⑤
⑥

今
後

2
0
2
2

和
田
英
作

記
念
館
管
理

和
田

英
作

ゆ
か

り
の

品
や

遺
品

、
絵

画
レ

プ
リ

カ
等

を
レ

イ
ア

ウ
ト

す
る

た
め

の
備

品
等

の
購

入
や

壁
、

窓
枠

等
の

補
修

0
0

0
社

会
教

育
課

来
館

者
数

1
0
0
人

4
4

3
3

3
1

2

2
2
0
1

新
20
20
年
「
燃
ゆ

る
感

動
か

ご
し

ま
国

体
」

開
催
に
向

け
た
推
進
事
業

国
体

の
成

功
に

向
け

、
市

民
の

英
知

と
情

熱
を

結
集

し
、

開
催

を
契

機
に

市
民

の
関

心
を

高
め

、
ス

ポ
ー

ツ
の

普
及

･
発

展
を

図
る

5
3
,
2
1
8

7
0
,
0
0
0

5
0
0
国

体
推

進
課

フ
ェ

ン
シ

ン
グ

大
会

2
回

3
3

4
3

4
1

1

2
3
事

業
事

業
費

計
2
2
4
,
3
8
7

2
0
9
,
3
8
9

1
3
9
,
8
8
9

  
 【

重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
凡
例
】

1
　

ま
ち

・
ひ

と
・

し
ご

と
の

創
生

2
　

健
康

長
寿

・
子

育
て

支
援

の
ま

ち
づ

く
り

3
　

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進

  
 【

行
政

評
価
凡
例
】

①
対

象
・

目
的

・
手

段
の

妥
当

性
4
：

非
常

に
妥

当
で

あ
る

　
 
 
 
 
　

　
3
:
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
妥

当
で

あ
る

　
 
 
 
 
 
2
：

あ
ま

り
妥

当
で

な
い

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

 
 
1
：

全
く

妥
当

で
な

い

②
市

民
ニ

ー
ス

の
反

映
度

・
対

応
度

4
：

非
常

に
反

映
・

対
応

し
た

　
　

　
3
：

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

反
映

・
対

応
し

た
　

2
：

あ
ま

り
反

映
・

対
応

し
て

い
な

い
　

 
 
　

 
 
1
：

全
く

反
映

・
対

応
し

て
い

な
い

③
優

先
度

（
緊

急
性

）
4
：

優
先

度
が

非
常

に
高

い
　

 
　

　
 
3
:
優

先
度

は
比

較
的

高
い

／
法

的
・

国
県

　
 
2
：

優
先

度
は

比
較

的
高

い
／

市
民

ニ
ー

ズ
　

　
1
：

優
先

度
は

そ
れ

ほ
ど

高
く

な
い

今
後

／
今

後
の

方
向

性
1
：

拡
大

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
：

現
状

維
持

　
 
 
 
 
 
 
3
：

見
直

し
・

改
善

　
 
 
 
 
 
4
：

縮
小

　
 
 
 
 
 
 
 
5
：

廃
止

④
有

効
性

4
：

期
待

以
上

の
効

果
が

得
ら

れ
た

　
3
:
一

応
の

効
果

が
得

ら
れ

た
 
 
 
 
 
 
 
　

　
　

2
：

あ
ま

り
効

果
が

得
ら

れ
な

か
っ

た
　

 
 
 
　

 
1
：

全
く

効
果

が
得

ら
れ

な
か

っ
た

⑤
効

率
性

4
：

非
常

に
高

い
向

上
が

図
ら

れ
た

　
3
:
軽

微
な

向
上

が
図

ら
れ

た
　

 
 
 
 
 
　

　
 
 
2
：

取
り

組
ん

だ
が

向
上

が
図

ら
れ

な
か

っ
た

　
1
：

全
く

取
り

組
ま

な
か

っ
た

⑥
代

替
手

段
の

可
能

性
4
：

全
て

可
能

で
あ

る
　

 
 
 
 
　

　
 
 
3
:
概

ね
可

能
（

一
部

不
可

能
）

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
：

概
ね

不
可

能
（

一
部

可
能

）
　

 
 
 
 
 
　

 
 
 
1
：

全
く

不
可

能
で

あ
る
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安

全
安

心
・

健
康

福
祉

／
安

心
し

て
い

き
い

き
と

暮
ら

せ
る

ま
ち

　
(
6
)
　

保
健

・
医

療
・

介
護

、
障

害
者

(
児

)
福

祉
の

充
実

c
o
d
e

重
点

事
業

名
概

要
事

業
費

単
位

：
千

円
担

当
課

成
果
指
標
等

R
1
目
標
値

行
政

評
価

プ
ロ

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和

３
年
度

名
称

①
②

③
④

⑤
⑥

今
後

0
5
0
1

特
定
健
診

事
業

被
保

険
者

の
健

康
増

進
や

生
活

習
慣

病
の

発
症

及
び

重
症

化
を

予
防

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

2
0
,
6
9
2

2
0
,
6
9
2

2
0
,
6
9
2
市

民
課

特
定

健
診

の
受

診
率

5
2
%

4
4

4
4

4
1

1

0
5
0
7

新
健
康
ポ
イ

ン
ト
事
業

生
活

習
慣

の
改

善
に

努
め

る
こ

と
を

促
進

し
、

生
活

習
慣

病
や

健
康

寿
命

の
延

伸
に

繋
げ

、
元

気
な

垂
水

づ
く

り
を

実
現

す
る

7
,
3
1
5

7
,
3
1
5

7
,
3
1
5
市

民
課

ポ
イ

ン
ト

手
帳

交
付

率
1
8
%

4
4

3
3

1
1

3

0
6
0
8

2
障
害
者
等

の
就
労
移
行
支
援

一
般

企
業

等
へ

の
就

労
を

希
望

す
る

障
害

者
等

に
対

し
、

サ
ー

ビ
ス

提
供

事
業

所
に

お
い

て
、

就
労

に
必

要
な

訓
練

を
提

供
す

る
も

の
3
,
1
6
8

3
,
1
6
8

3
,
1
6
8
福

祉
課

就
労

移
行

支
援

利
用

者
数

7
人

4
4

4
4

4
1

2

0
6
0
9

2
障
害
児
に

対
す
る
支
援
事
業

集
団

能
力

の
向

上
及

び
自

立
更

生
を

図
る

た
め

、
社

会
と

の
交

流
促

進
や

専
門

的
な

療
育

訓
練

等
を

行
う

も
の

1
8
,
4
9
9

1
8
,
4
9
9

1
8
,
4
9
9
福

祉
課

延
べ

提
供

人
数

3
2
5
人

4
4

4
4

4
1

2

0
6
1
1

垂
水
市
社

会
福
祉
協
議
会
補
助
事
業

社
会

福
祉

協
議

会
が

行
う

高
齢

者
や

地
域

福
祉

活
動

9
,
8
3
7

9
,
8
3
7

9
,
8
3
7
福

祉
課

社
会

福
祉

大
会

参
加

者
8
0
0
人

4
4

4
3

3
1

2

0
6
1
2

2
老
人
保
護

措
置
事
業

在
宅

で
生

活
援

護
者

が
な

い
高

齢
者

を
養

護
老

人
ホ

ー
ム

に
入

所
さ

せ
、

心
身

の
健

康
の

保
持

及
び

生
活

の
安

定
を

図
る

1
2
3
,
9
0
5

1
2
3
,
9
0
5

1
2
3
,
9
0
5
福

祉
課

老
人

福
祉

施
設

入
所

1
0
0
%

4
4

3
3

3
2

2

0
6
1
3

2
在
宅
福
祉

事
業

介
護

状
態

に
な

る
こ

と
を

予
防

す
る

た
め

、
介

護
予

防
・

生
活

支
援

の
面

で
さ

ま
ざ

ま
な

在
宅

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
2
9
,
6
2
0

2
9
,
6
2
0

2
9
,
6
2
0
福

祉
課

実
施

事
業

6
事

業
4

4
4

4
3

2
2

0
6
1
4

新
1

た
る
た
る

お
で
か
け
チ
ケ
ッ
ト
交
付
事
業

高
齢

者
が

住
み

慣
れ

た
地

域
で

、
生

き
が

い
を

持
ち

、
安

心
か

つ
健

康
に

暮
ら

せ
る

よ
う

支
援

す
る

た
め

、
チ

ケ
ッ

ト
を

交
付

す
る

2
5
5

1
8
,
6
8
1

1
8
,
6
8
1
福

祉
課

事
業

実
施

R
2
.
4
.
1

－
4

4
4

1
1

0
7
0
1

2
母
子
保
健

事
業

妊
娠

、
出

産
、

育
児

な
ど

の
悩

み
に

対
し

て
、

健
康

相
談

等
を

実
施

し
、

必
要

な
指

導
及

び
助

言
を

行
う

1
8
,
9
7
9

1
8
,
9
7
9

1
8
,
9
7
9
保

健
課

3
、

4
か

月
児

健
診

の
受

診
率

1
0
0
%

4
4

4
4

3
1

1

0
7
0
2

感
染
症
予

防
事
業

各
種

感
染

症
対

策
と

し
て

、
予

防
接

種
率

の
向

上
、

感
染

予
防

知
識

普
及

等
の

啓
発

活
動

を
行

う
3
3
,
9
2
2

3
3
,
9
2
2

3
3
,
9
2
2
保

健
課

M
R
受

診
率

1
0
0
%

4
4

4
3

2
1

2

0
7
0
3

2
健
康
増
進

事
業

生
活

習
慣

病
を

中
心

と
し

た
健

康
づ

く
り

の
た

め
に

、
予

防
事

業
に

、
地

域
ぐ

る
み

で
取

り
組

め
る

よ
う

に
す

る
2
1
,
7
2
1

2
1
,
7
2
1

2
1
,
7
2
1
保

健
課

健
康

増
進

事
業

の
参

加
状

況
2
,
0
0
0
人

4
4

4
4

3
1

2

0
7
0
4

医
療
対
策

事
業

日
曜

日
・

休
日

・
夜

間
に

お
け

る
救

急
医

療
の

確
保

の
た

め
、

在
宅

当
番

医
・

病
院

群
輪

番
制

運
営

事
業

を
実

施
す

る
6
,
5
0
9

6
,
2
8
2

6
,
2
8
2
保

健
課

適
正

受
診

健
康

教
育

実
施

回
数

1
2
回

4
4

4
3

3
1

2

0
7
0
5

2
た
る
み
ず

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

鹿
児

島
大

学
医

学
部

大
石

教
授

を
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
と

し
て

、
今

後
2
0
年

間
実

施
し

、
健

康
長

寿
の

取
組

を
構

築
す

る
6
,
0
7
1

6
,
0
7
1

6
,
0
7
1
保

健
課

事
業

参
加

者
数

：
6
,
0
0
0
人

1
,
5
0
0
人

4
3

4
3

3
1

3

0
7
0
6

2
不
妊
治
療

助
成
事
業

医
療

保
険

が
適

用
さ

れ
な

い
体

外
受

精
及

び
顕

微
授

精
び

不
妊

治
療

を
受

け
る

夫
婦

を
対

象
と

し
て

治
療

費
の

助
成

を
行

う
1
,
5
0
0

1
,
5
0
0

1
,
5
0
0
保

健
課

不
妊

治
療

助
成

者
数

1
0
人

4
4

4
4

4
1

2

0
7
0
7

介
護
保
険

事
業

高
齢

者
等

が
そ

の
有

す
る

能
力

に
応

じ
、

自
立

し
た

日
常

生
活

を
営

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
適

正
な

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
2
,
1
7
0
,
5
3
2

2
,
2
6
0
,
9
0
6

2
,
2
6
0
,
9
0
6
保

健
課

要
介

護
認

定
率

県
平

均
と

の
差

-
2
.
1
0
%

4
4

3
3

2
1

2

0
7
0
8

垂
水
中
央

病
院
管
理
運
営
事
業

専
門

医
に

よ
る

診
療

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
高

度
な

医
療

機
器

の
整

備
に

よ
り

、
市

民
に

良
質

な
医

療
を

提
供

す
る

1
6
0
,
6
6
0

1
6
0
,
6
6
0

1
6
0
,
6
6
0
保

健
課

年
間

患
者

数
1
0
0
,
5
0
0
人

4
3

4
3

3
1

3

0
7
0
9

2
地
域
支
援

事
業

要
介

護
状

態
等

に
な

る
こ

と
を

予
防

す
る

と
と

も
に

、
自

立
し

た
日

常
生

活
を

営
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

支
援

す
る

も
の

1
2
0
,
0
0
0

1
2
0
,
0
0
0

1
2
0
,
0
0
0
保

健
課

利
用

者
に

占
め

る
在

宅
割

合
5
7
.
5
0
%

4
4

4
3

3
2

2

0
7
1
2

新
自
殺
対
策

計
画
策
定

自
殺

対
策

の
地

域
間

格
差

を
解

消
し

、
誰

も
が

「
生

き
る

こ
と

の
包

括
的

な
支

援
」

を
受

け
ら

れ
る

環
境

を
整

え
る

1
9
4

0
0
保

健
課

自
殺

対
策

計
画

の
策

定
策

定
4

3
4

3
4

1
2

1
8
事

業
事

業
費

計
2
,
7
5
3
,
3
7
9

2
,
8
6
1
,
7
5
8

2
,
8
6
1
,
7
5
8

  
 【

重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
凡
例
】

1
　

ま
ち

・
ひ

と
・

し
ご

と
の

創
生

2
　

健
康

長
寿

・
子

育
て

支
援

の
ま

ち
づ

く
り

3
　

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進

  
 【

行
政

評
価
凡
例
】

①
対

象
・

目
的

・
手

段
の

妥
当

性
4
：

非
常

に
妥

当
で

あ
る

　
 
 
 
 
　

　
3
:
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
妥

当
で

あ
る

　
 
 
 
 
 
2
：

あ
ま

り
妥

当
で

な
い

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

 
 
1
：

全
く

妥
当

で
な

い

②
市

民
ニ

ー
ス

の
反

映
度

・
対

応
度

4
：

非
常

に
反

映
・

対
応

し
た

　
　

　
3
：

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

反
映

・
対

応
し

た
　

2
：

あ
ま

り
反

映
・

対
応

し
て

い
な

い
　

 
 
　

 
 
1
：

全
く

反
映

・
対

応
し

て
い

な
い

③
優

先
度

（
緊

急
性

）
4
：

優
先

度
が

非
常

に
高

い
　

 
　

　
 
3
:
優

先
度

は
比

較
的

高
い

／
法

的
・

国
県

　
 
2
：

優
先

度
は

比
較

的
高

い
／

市
民

ニ
ー

ズ
　

　
1
：

優
先

度
は

そ
れ

ほ
ど

高
く

な
い

今
後

／
今

後
の

方
向

性
1
：

拡
大

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
：

現
状

維
持

　
 
 
 
 
 
 
3
：

見
直

し
・

改
善

　
 
 
 
 
 
4
：

縮
小

　
 
 
 
 
 
 
 
5
：

廃
止

④
有

効
性

4
：

期
待

以
上

の
効

果
が

得
ら

れ
た

　
3
:
一

応
の

効
果

が
得

ら
れ

た
 
 
 
 
 
 
 
　

　
　

2
：

あ
ま

り
効

果
が

得
ら

れ
な

か
っ

た
　

 
 
 
　

 
1
：

全
く

効
果

が
得

ら
れ

な
か

っ
た

⑤
効

率
性

4
：

非
常

に
高

い
向

上
が

図
ら

れ
た

　
3
:
軽

微
な

向
上

が
図

ら
れ

た
　

 
 
 
 
 
　

　
 
 
2
：

取
り

組
ん

だ
が

向
上

が
図

ら
れ

な
か

っ
た

　
1
：

全
く

取
り

組
ま

な
か

っ
た

⑥
代

替
手

段
の

可
能

性
4
：

全
て

可
能

で
あ

る
　

 
 
 
 
　

　
 
 
3
:
概

ね
可

能
（

一
部

不
可

能
）

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
：

概
ね

不
可

能
（

一
部

可
能

）
　

 
 
 
 
 
　

 
 
 
1
：

全
く

不
可

能
で

あ
る
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第
３
節
　
分
野
別
計
画
事
業
一
覧

■
３

　
安

全
安

心
・

健
康

福
祉

／
安

心
し

て
い

き
い

き
と

暮
ら

せ
る

ま
ち

　
(
7
)
　

防
災

、
防

犯
、

消
防

力
の

充
実

c
o
d
e

重
点

事
業

名
概

要
事

業
費

単
位

：
千

円
担

当
課

成
果
指
標
等

R
1
目
標
値

行
政

評
価

プ
ロ

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和

３
年
度

名
称

①
②

③
④

⑤
⑥

今
後

0
1
0
1

防
災
訓
練

の
実
施
事
業

災
害

応
急

対
策

が
迅

速
か

つ
的

確
に

実
施

で
き

る
よ

う
図

上
訓

練
及

び
、

参
加

者
が

自
ら

行
動

す
る

内
容

な
ど

実
践

的
な

訓
練

の
実

施
3
6
6

4
0
0

4
0
0
総

務
課

訓
練

・
研

修
等

へ
の

参
加

人
数

7
5
0
名

4
4

4
4

3
1

3

0
1
0
2

防
災
活
動

等
事
業

物
資

や
避

難
所

の
避

難
所

生
活

環
境

整
備

の
た

め
計

画
的

な
備

蓄
を

行
う

。
研

修
会

等
の

実
施

や
地

区
防

災
計

画
の

策
定

を
推

進
す

る
3
,
3
8
0

4
7
4

1
0
9
総

務
課

自
主

防
災

組
織

の
防

災
訓

練
3
0
回

4
4

4
3

2
1

3

0
1
0
3

防
災
情
報

シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

防
災

情
報

の
受

発
信

の
点

検
、

計
画

的
な

シ
ス

テ
ム

の
導

入
・

更
新

、
操

作
技

術
の

向
上

8
,
2
8
1

6
,
5
4
2

2
,
9
2
5
総

務
課

防
災

行
政

無
線

デ
ジ

タ
ル

化
率

操
作
卓
０
％

屋
外
子
局
０
％

4
4

4
3

2
2

3

0
1
0
4

交
通
事
故

防
止
対
策
事
業

垂
水

市
交

通
安

全
対

策
会

議
実

施
要

綱
に

基
づ

き
各

諸
施

策
を

推
進

し
て

交
通

事
故

の
な

い
社

会
を

目
指

し
て

い
く

3
,
9
2
8

3
,
9
2
8

3
,
9
2
8
総

務
課

１
万

人
当

た
り

事
故

発
生

件
数

県
全

体
を

下
回

る
件

数
3

4
1

3
3

2
2

0
1
0
5

防
犯
対
策

事
業

犯
罪

の
起

き
に

く
い

街
づ

く
り

の
推

進
に

努
め

、
地

域
に

根
ざ

し
た

諸
施

策
を

推
進

し
て

犯
罪

の
な

い
社

会
を

目
指

し
て

い
く

2
,
2
1
3

2
,
2
1
3

2
,
2
1
3
総

務
課

１
万

人
当

た
り

犯
罪

件
数

県
全

体
を

下
回

る
件

数
3

4
1

3
3

2
2

0
1
0
6

1
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
作
成
事
業

災
害

時
等

、
避

難
行

動
に

支
援

が
必

要
な

方
を

把
握

し
、

自
主

防
災

組
織

や
福

祉
事

業
所

等
に

よ
る

避
難

支
援

を
実

施
す

る
1
,
6
9
4

1
,
6
9
4

1
,
6
9
4
総

務
課

最
新

名
簿

管
理

-
4

3
3

3
4

3
3

0
5
0
3

交
通
災
害

共
済
事
業

市
民

が
共

済
の

会
員

と
な

り
、

会
費

を
共

済
見

舞
金

と
し

て
被

害
者

に
対

し
て

交
通

災
害

共
済

か
ら

支
給

を
行

う
4
,
6
8
4

4
,
6
8
4

4
,
6
8
4
市

民
課

交
通

災
害

共
済

加
入

率
7
0
%

3
3

2
3

2
2

2

0
9
2
5

治
山
事
業

公
共

施
設

及
び

集
落

の
被

災
を

防
ぐ

た
め

、
復

旧
治

山
事

業
を

実
施

す
る

3
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0
農

林
課

公
共

治
山

事
業

3
地

区
4

2
3

3
3

2
2

1
0
0
9

県
営
漁
港

海
岸
保
全
事
業
負
担
金

海
岸

に
消

波
ブ

ロ
ッ

ク
を

設
置

し
、

越
波

を
防

止
し

て
住

民
生

活
の

安
定

を
図

る
も

の
4
,
2
5
0

4
,
2
5
0

4
,
2
5
0

水
産

商
工

観
光

課
海

潟
漁

港
工

事
進

捗
率

3
7
%

4
3

3
4

1
1

1
1
0
9

急
傾
斜
崩

壊
対
策
事
業

急
傾

斜
地

の
土

砂
崩

壊
防

止
事

業
で

あ
る

が
、

そ
の

規
模

に
よ

り
公

共
（

負
担

金
）

・
県

単
（

市
施

工
）

事
業

が
あ

る
8
5
,
0
0
0

5
0
,
0
0
0

5
0
,
0
0
0
土

木
課

実
施

箇
所

数
4
箇

所
4

4
4

3
3

2
2

1
1
1
0

砂
防
事
業

砂
防

事
業

の
要

望
・

県
営

事
業

の
地

元
調

整
0

0
0
土

木
課

実
施

箇
所

数
7
箇

所
4

4
4

4
3

2
2

1
1
1
1

海
岸
事
業

県
海

岸
事

業
の

要
望

・
地

元
と

の
調

整
及

び
、

海
岸

施
設

の
維

持
及

び
補

修
を

計
画

的
に

行
う

為
、

長
寿

命
化

計
画

を
策

定
す

る
2
,
2
0
0

0
0
土

木
課

実
施

箇
所

数
2
箇

所
4

3
4

4
3

2
2

1
1
2
5

新
公
共
土
木

施
設
災
害
復
旧
事
業

公
共

土
木

施
設

の
災

害
の

速
や

か
な

復
旧

を
図

り
、

再
度

災
害

や
被

災
の

拡
大

の
防

止
を

迅
速

に
行

う
1
7
,
8
4
1

1
7
,
8
4
1

1
7
,
8
4
1
土

木
課

実
施

率
1
0
0
%

4
3

4
4

4
1

3

2
1
0
1

消
防
団
員

適
正
化
事
業

若
者

、
女

性
の

消
防

団
員

確
保

（
新

入
団

員
の

装
備

品
）

1
,
1
6
2

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0
消

防
本

部
消

防
団

員
の

確
保

2
9
0
名

4
3

2
3

2
1

1

2
1
0
2

消
防
救
急

無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
事
業

消
防

救
急

無
線

デ
ジ

タ
ル

化
に

伴
う

無
線

設
備

の
維

持
管

理
及

び
更

新
2
3
,
2
5
4

1
8
6
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0
消

防
本

部
無

線
デ

ジ
タ

ル
化

整
備

事
業

1
0
0
%

4
3

4
3

3
1

2

2
1
0
3

消
防
本
部

車
両
整
備
事
業

牛
根

分
遣

所
小

型
ポ

ン
プ

積
載

車
更

新
0

7
,
0
0
0

0
消

防
本

部
消

防
本

部
車

両
整

備
事

業
－

4
4

4
4

2
1

2

2
1
0
4

消
防
団
車

両
等
整
備
事
業

経
年

劣
化

の
小

型
ポ

ン
プ

を
更

新
す

る
こ

と
に

よ
り

、
安

心
安

全
に

つ
な

が
る

0
2
,
5
0
0

2
,
5
0
0
消

防
本

部
消

防
団

車
両

等
整

備
事

業
－

4
4

4
4

2
1

2

2
1
0
5

消
防
団
庁

舎
整
備
事
業

地
域

の
災

害
発

生
時

に
、

消
防

団
員

の
拠

点
と

な
る

施
設

を
整

備
す

る
も

の
4
1
,
3
0
0

0
0
消

防
本

部
消

防
団

庁
舎

整
備

事
業

1
0
0
%

4
4

4
4

4
1

2

2
1
0
6

消
防
本
部

施
設
・
装
備
整
備
事
業

消
耗

度
の

激
し

い
ホ

ー
ス

等
、

そ
の

他
消

火
栓

、
救

助
資

材
等

の
計

画
的

な
更

新
3
,
0
8
0

1
3
,
0
0
0

3
,
0
0
0
消

防
本

部
本

部
施

設
・

装
備

整
備

事
業

1
0
0
%

4
4

4
4

4
1

2

2
1
0
7

石
油
交
付

金
事
業

空
気

呼
吸

器
の

定
期

購
入

4
5
0

4
5
0

4
5
0
消

防
本

部
石

油
交

付
金

事
業

1
0
0
%

4
4

4
3

2
1

2

2
1
0
8

消
防
団
員

安
全
装
備
品
整
備
事
業

「
消

防
団

を
中

核
と

し
た

地
域

防
災

力
の

充
実

強
化

に
関

す
る

法
律

」
を

受
け

、
消

防
団

員
の

安
全

装
備

の
充

実
を

図
る

1
,
6
7
5

1
,
9
7
5

1
,
9
7
5
消

防
本

部
団

員
安

全
装

備
品

整
備

事
業

1
0
0
%

4
4

4
4

3
1

2
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安

全
安

心
・

健
康

福
祉

／
安

心
し

て
い

き
い

き
と

暮
ら

せ
る

ま
ち

　
(
7
)
　

防
災

、
防

犯
、

消
防

力
の

充
実

c
o
d
e

重
点

事
業

名
概

要
事

業
費

単
位

：
千

円
担

当
課

成
果
指
標
等

R
1
目
標
値

行
政

評
価

プ
ロ

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和

３
年
度

名
称

①
②

③
④

⑤
⑥

今
後

2
1
0
9

消
防
職
員

安
全
装
備
品
整
備
事
業

消
防

隊
員

用
個

人
装

備
に

係
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

２
０

１
７

に
よ

る
1
,
0
4
3

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0
消

防
本

部
職

員
安

全
装

備
品

整
備

事
業

1
0
0
%

4
4

4
4

4
1

2

2
2
事

業
事

業
費

計
2
0
8
,
8
0
1

3
0
8
,
9
5
1

1
2
1
,
9
6
9

  
 【

重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
凡
例
】

1
　

ま
ち

・
ひ

と
・

し
ご

と
の

創
生

2
　

健
康

長
寿

・
子

育
て

支
援

の
ま

ち
づ

く
り

3
　

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進

  
 【

行
政

評
価
凡
例
】

①
対

象
・

目
的

・
手

段
の

妥
当

性
4
：

非
常

に
妥

当
で

あ
る

　
 
 
 
 
　

　
3
:
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
妥

当
で

あ
る

　
 
 
 
 
 
2
：

あ
ま

り
妥

当
で

な
い

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

 
 
1
：

全
く

妥
当

で
な

い

②
市

民
ニ

ー
ス

の
反

映
度

・
対

応
度

4
：

非
常

に
反

映
・

対
応

し
た

　
　

　
3
：

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

反
映

・
対

応
し

た
　

2
：

あ
ま

り
反

映
・

対
応

し
て

い
な

い
　

 
 
　

 
 
1
：

全
く

反
映

・
対

応
し

て
い

な
い

③
優

先
度

（
緊

急
性

）
4
：

優
先

度
が

非
常

に
高

い
　

 
　

　
 
3
:
優

先
度

は
比

較
的

高
い

／
法

的
・

国
県

　
 
2
：

優
先

度
は

比
較

的
高

い
／

市
民

ニ
ー

ズ
　

　
1
：

優
先

度
は

そ
れ

ほ
ど

高
く

な
い

今
後

／
今

後
の

方
向

性
1
：

拡
大

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
：

現
状

維
持

　
 
 
 
 
 
 
3
：

見
直

し
・

改
善

　
 
 
 
 
 
4
：

縮
小

　
 
 
 
 
 
 
 
5
：

廃
止

④
有

効
性

4
：

期
待

以
上

の
効

果
が

得
ら

れ
た

　
3
:
一

応
の

効
果

が
得

ら
れ

た
 
 
 
 
 
 
 
　

　
　

2
：

あ
ま

り
効

果
が

得
ら

れ
な

か
っ

た
　

 
 
 
　

 
1
：

全
く

効
果

が
得

ら
れ

な
か

っ
た

⑤
効

率
性

4
：

非
常

に
高

い
向

上
が

図
ら

れ
た

　
3
:
軽

微
な

向
上

が
図

ら
れ

た
　

 
 
 
 
 
　

　
 
 
2
：

取
り

組
ん

だ
が

向
上

が
図

ら
れ

な
か

っ
た

　
1
：

全
く

取
り

組
ま

な
か

っ
た

⑥
代

替
手

段
の

可
能

性
4
：

全
て

可
能

で
あ

る
　

 
 
 
 
　

　
 
 
3
:
概

ね
可

能
（

一
部

不
可

能
）

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
：

概
ね

不
可

能
（

一
部

可
能

）
　

 
 
 
 
 
　

 
 
 
1
：

全
く

不
可

能
で

あ
る
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生

活
環

境
／

豊
か

な
自

然
の

恵
み

を
次

世
代

に
受

け
継

ぐ
ま

ち
　

(
8
)
　

自
然

環
境

の
保

全
、

循
環

型
社

会
の

構
築

c
o
d
e

重
点

事
業

名
概

要
事

業
費

単
位

：
千

円
担

当
課

成
果
指
標
等

R
1
目
標
値

行
政

評
価

プ
ロ

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和

３
年
度

名
称

①
②

③
④

⑤
⑥

今
後

0
2
1
2

錦
江
湾
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
事
業

市
民

や
事

業
者

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
り

市
内

一
斉

の
海

岸
清

掃
作

業
を

実
施

す
る

1
3
6

5
6

5
6
企

画
政

策
課

参
加

者
数

（
夏

の
部

）
2
,
4
2
9
人

4
3

3
4

3
1

2

0
2
1
6

省
・
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
促
進
事

業
省

・
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
理

解
・

意
識

の
向

上
を

図
り

、
関

連
す

る
施

設
導

入
を

推
進

し
、

市
民

生
活

へ
の

普
及

促
進

を
図

る
1
2

1
2

1
2
企

画
政

策
課

施
設

立
地

件
数

1
件

3
4

3
3

1
2

2

0
8
0
2

ご
み
資
源

化
率
向
上
対
策
事
業

一
般

廃
棄

物
及

び
資

源
物

の
収

集
・

運
搬

・
分

別
・

適
正

処
理

業
務

1
9
4
,
5
0
5

1
9
4
,
5
0
5

1
9
4
,
5
0
5
生

活
環

境
課

資
源

化
率

5
5
%

4
3

4
3

3
3

2

0
8
0
3

ご
み
不
法

投
棄
防
止
事
業

県
と

連
携

し
、

ご
み

の
不

法
投

棄
防

止
の

啓
発

や
特

定
さ

れ
た

不
法

投
棄

者
へ

の
適

正
処

理
指

導
を

行
う

1
1
9

1
1
9

1
1
9
生

活
環

境
課

不
法

投
棄

対
応

件
数

1
0
件

4
4

4
3

3
2

2

0
8
0
4

垂
水
市
地

球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
推
進

事
業

市
の

施
設

で
排

出
す

る
温

室
効

果
ガ

ス
の

抑
制

に
向

け
、

発
生

源
で

あ
る

各
種

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

削
減

を
推

進
す

る
0

0
0
生

活
環

境
課

温
室

効
果

ガ
ス

対
前

年
度

比
-
1
%

4
4

4
4

3
1

2

0
8
1
0

浄
化
槽
設

置
整
備
事
業

浄
化

槽
の

設
置

・
改

築
を

行
う

者
に

、
そ

の
設

置
・

改
築

に
要

す
る

費
用

を
助

成
す

る
事

業
4
2
,
0
0
0

6
3
,
3
0
0

6
3
,
3
0
0
生

活
環

境
課

汚
水

処
理

人
口

普
及

率
7
1
.
3
5
%

4
2

4
3

3
1

1

0
8
1
1

潮
彩
町
排

水
処
理
施
設
維
持
管
理
事
業

潮
彩

町
地

域
の

し
尿

及
び

生
活

雑
排

水
を

適
正

に
処

理
す

る
9
,
1
4
3

9
,
1
4
3

9
,
1
4
3
生

活
環

境
課

汚
水

処
理

人
口

普
及

率
7
1
.
3
5
%

4
4

4
4

3
1

2

0
8
1
2

漁
業
集
落

排
水
処
理
施
設
維
持
管
理
事
業

（
特
別
会

計
）

境
地

区
の

し
尿

及
び

生
活

雑
排

水
を

適
正

に
処

理
す

る
3
3
,
0
1
2

3
3
,
0
1
2

3
3
,
0
1
2
生

活
環

境
課

汚
水

処
理

人
口

普
及

率
7
1
.
3
5
%

4
3

4
2

3
1

2

0
8
1
3

環
境
セ
ン

タ
ー
維
持
管
理
事
業

市
内

で
発

生
し

た
し

尿
及

び
浄

化
槽

汚
泥

を
処

理
す

る
環

境
セ

ン
タ

ー
の

維
持

管
理

、
修

繕
等

6
9
,
8
0
1

6
9
,
8
0
1

6
9
,
8
0
1
生

活
環

境
課

し
尿

・
汚

泥
の

適
正

処
理

1
0
0
%

4
4

4
4

4
1

2

0
8
1
4

垂
水
市
最

終
処
分
場
廃
止
事
業

H
1
9
年

度
末

で
休

止
し

た
が

、
廃

止
届

け
が

必
要

と
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
た

め
の

調
査

業
務

と
届

け
出

に
関

す
る

事
務

事
業

5
0
0

5
0
0

5
0
0
生

活
環

境
課

水
質

調
査

2
箇

所
2

2
1

1
1

1
2

0
8
1
5

清
掃
セ
ン

タ
ー
安
全
対
策
管
理
事
業

解
体

に
必

要
な

事
前

調
査

を
基

に
費

用
の

算
出

を
実

施
し

、
関

係
機

関
と

協
議

の
う

え
、

解
体

を
実

施
す

る
5
,
5
0
0

6
5
,
0
5
7

0
生

活
環

境
課

解
体

完
了

ま
で

の
進

捗
率

5
0
%

4
4

4
3

2
2

1

0
8
1
6

海
岸
漂
着

物
等
地
域
対
策
推
進
事
業

流
木

等
の

海
岸

ご
み

の
回

収
、

処
理

、
発

生
抑

制
対

策
4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0
生

活
環

境
課

ご
み

収
集

処
分

量
1
4
8
t

4
4

4
3

3
2

2

0
9
1
8

松
く
い
虫

対
策
事
業

景
観

保
持

上
、

必
要

な
地

区
の

松
を

松
く

い
虫

か
ら

守
る

た
め

、
薬

剤
を

注
入

し
被

害
防

止
す

る
。

1
,
0
3
5

1
,
0
3
5

1
,
0
3
5
農

林
課

薬
剤

注
入

（
樹

幹
）

1
0
0
本

4
3

2
3

3
1

2

0
9
2
1

市
有
林
造

林
事
業

市
有

林
（

モ
ミ

ジ
、

ツ
バ

キ
、

サ
ク

ラ
）

の
下

刈
り

1
,
1
6
3

1
,
1
6
3

1
,
1
6
3
農

林
課

造
林

(
下

刈
)
面

積
4
.
2
8
h
a

3
3

2
3

2
1

2

1
4
事

業
事

業
費

計
3
6
0
,
9
2
6

4
4
1
,
7
0
3

3
7
6
,
6
4
6

  
 【

重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
凡
例
】

1
　

ま
ち

・
ひ

と
・

し
ご

と
の

創
生

2
　

健
康

長
寿

・
子

育
て

支
援

の
ま

ち
づ

く
り

3
　

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進

  
 【

行
政

評
価
凡
例
】

今
後

／
今

後
の

方
向

性
1
：

拡
大

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
：

現
状

維
持

　
 
 
 
 
 
 
3
：

見
直

し
・

改
善

　
 
 
 
 
 
4
：

縮
小

　
 
 
 
 
 
 
 
5
：

廃
止

④
有

効
性

4
：

期
待

以
上

の
効

果
が

得
ら

れ
た

　
3
:
一

応
の

効
果

が
得

ら
れ

た
 
 
 
 
 
 
 
　

　
　

2
：

あ
ま

り
効

果
が

得
ら

れ
な

か
っ

た
　

 
 
 
　

 
1
：

全
く

効
果

が
得

ら
れ

な
か

っ
た

⑤
効

率
性

4
：

非
常

に
高

い
向

上
が

図
ら

れ
た

　
3
:
軽

微
な

向
上

が
図

ら
れ

た
　

 
 
 
 
 
　

　
 
 
2
：

取
り

組
ん

だ
が

向
上

が
図

ら
れ

な
か

っ
た

　
1
：

全
く

取
り

組
ま

な
か

っ
た

⑥
代

替
手

段
の

可
能

性
4
：

全
て

可
能

で
あ

る
　

 
 
 
 
　

　
 
 
3
:
概

ね
可

能
（

一
部

不
可

能
）

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
：

概
ね

不
可

能
（

一
部

可
能

）
　

 
 
 
 
 
　

 
 
 
1
：

全
く

不
可

能
で

あ
る

①
対

象
・

目
的

・
手

段
の

妥
当

性
4
：

非
常

に
妥

当
で

あ
る

　
 
 
 
 
　

　
3
:
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
妥

当
で

あ
る

　
 
 
 
 
 
2
：

あ
ま

り
妥

当
で

な
い

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

 
 
1
：

全
く

妥
当

で
な

い

②
市

民
ニ

ー
ス

の
反

映
度

・
対

応
度

4
：

非
常

に
反

映
・

対
応

し
た

　
　

　
3
：

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

反
映

・
対

応
し

た
　

2
：

あ
ま

り
反

映
・

対
応

し
て

い
な

い
　

 
 
　

 
 
1
：

全
く

反
映

・
対

応
し

て
い

な
い

③
優

先
度

（
緊

急
性

）
4
：

優
先

度
が

非
常

に
高

い
　

 
　

　
 
3
:
優

先
度

は
比

較
的

高
い

／
法

的
・

国
県

　
 
2
：

優
先

度
は

比
較

的
高

い
／

市
民

ニ
ー

ズ
　

　
1
：

優
先

度
は

そ
れ

ほ
ど

高
く

な
い
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環
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宅
、

道
路

等
）

、
景
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の

整
備

c
o
d
e

重
点

事
業

名
概

要
事

業
費

単
位

：
千

円
担

当
課

成
果
指
標
等

R
1
目
標
値

行
政

評
価

プ
ロ

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和

３
年
度

名
称

①
②

③
④

⑤
⑥

今
後

0
2
1
1

1
定
住
促
進

事
業

子
育

て
世

帯
や

住
み

替
え

時
の

住
宅

取
得

や
賃

貸
な

ど
の

費
用

に
対

す
る

助
成

、
空

き
家

バ
ン

ク
制

度
に

よ
る

空
き

家
対

策
4
2
,
9
6
7

4
2
,
9
6
7

2
7
,
0
5
9
企

画
政

策
課

空
き

家
バ

ン
ク

物
件

登
録

数
2
0
件

4
2

2
3

3
2

3

0
2
1
4

1
総
合
交
通

対
策
事
業

地
域

や
隣

接
市

と
協

議
し

、
路

線
バ

ス
・

乗
合

タ
ク

シ
ー

等
に

よ
る

効
率

的
で

利
便

性
の

あ
る

交
通

網
整

備
・

改
善

4
2
,
4
2
3

4
2
,
4
2
3

4
2
,
4
2
3
企

画
政

策
課

乗
合

タ
ク

シ
ー

利
用

割
合

3
4
%

3
3

3
3

3
3

2

0
4
0
2

1
民
間
資
金

活
用
集
合
住
宅
建
設
促
進
事
業

自
己

が
所

有
す

る
土

地
に

集
合

住
宅

を
建

設
す

る
も

の
に

対
し

て
、

対
象

と
な

る
固

定
資

産
税

の
土

地
・

家
屋

減
免

0
0

0
税

務
課

各
地

区
１

箇
所

で
支

援

中
央

地
区

以
外

1
箇

所
　

中
央

地
区

4
箇 所

4
3

4
3

1
3

2

0
5
0
6

空
家
等
対

策
「

垂
水

市
空

家
等

対
策

計
画

」
推

進
の

た
め

、
広

報
、

空
家

情
報

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

、
危

険
家

屋
等

の
除

却
を

推
進

す
る

6
9

6
9

6
9
市

民
課

空
き
家
の
管
理
等

に
関
す
る
啓
発
・

広
報

1
回

4
4

4
2

3
2

1

0
8
0
1

集
落
水
道

維
持
管
理

集
落

水
道

の
修

繕
等

の
補

助
金

の
交

付
、

施
設

の
管

理
、

水
質

管
理

等
の

適
切

な
指

導
1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0
生

活
環

境
課

集
落

水
道

の
水

質
検

査
の

実
施

2
2
ヶ

所
4

4
4

4
3

2
2

0
8
0
5

公
害
関
係

事
業

市
内

の
事

業
所

、
河

川
等

の
水

質
調

査
の

実
施

水
質

、
悪

臭
、

騒
音

、
振

動
等

の
公

害
苦

情
に

対
し

て
処

理
す

る
4
5
8

4
5
8

4
5
8
生

活
環

境
課

水
質

検
査

事
業

所
1
1
ヵ

所
河

川
1
2
ヶ

所
海

水
4
箇

所

3
3

3
3

3
2

2

0
8
0
6

住
環
境
維

持
対
策
事
業

ハ
チ

や
害

虫
の

駆
除

、
住

宅
地

（
空

き
地

）
の

適
正

管
理

指
導

、
へ

い
死

動
物

処
理

等
事

業
、

野
焼

き
に

対
す

る
指

導
1
2
0

1
2
0

1
2
0
生

活
環

境
課

苦
情

対
処

率
1
0
0
%

4
4

3
3

3
3

2

0
8
0
7

狂
犬
病
予

防
事
業

犬
の

登
録

、
死

亡
届

出
、

狂
犬

病
予

防
注

射
等

に
関

す
る

業
務

、
犬

の
適

正
飼

養
指

導
4
8
0

4
8
0

4
8
0
生

活
環

境
課

予
防

接
種

率
6
7
%

4
3

4
3

2
1

2

0
8
0
8

火
葬
場
維

持
管
理
事
業

火
葬

業
務

1
5
,
9
6
1

1
5
,
9
6
1

1
5
,
9
6
1
生

活
環

境
課

火
葬

場
の

適
正

な
維

持
管

理
1
0
0
%

4
4

4
3

4
2

2

0
8
0
9

市
営
墓
地

管
理
及
び
墓
地
関
係
業
務

市
営

や
共

同
墓

地
の

適
正

管
理

、
埋

葬
や

改
葬

等
、

市
民

の
ニ

ー
ズ

に
沿

っ
た

各
種

事
務

1
,
0
6
1

1
,
0
6
1

1
,
0
6
1
生

活
環

境
課

市
営

墓
地

の
適

正
管

理
1
0
0
%

4
4

4
4

3
2

2

1
1
0
1

市
道
等
整

備
及
び
道
路
維
持
事
業

要
望

の
あ

っ
た

箇
所

の
道

路
整

備
、

通
行

や
歩

行
者

の
妨

げ
と

な
る

雑
草

、
及

び
雑

木
等

の
除

草
・

伐
採

3
8
,
6
0
0

6
0
,
0
0
0

6
0
,
0
0
0
土

木
課

実
施

率
9
0
%

4
4

4
4

4
2

3

1
1
0
2

交
通
安
全

対
策
事
業

交
通

安
全

現
場

診
断

の
実

施
、

診
断

結
果

に
基

づ
く

カ
ー

ブ
ミ

ラ
ー

・
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
の

設
置

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0
土

木
課

実
施

率
1
0
0
%

3
3

2
3

3
2

3

1
1
0
3

公
園
等
管

理
事
業

安
全

点
検

や
維

持
管

理
、

公
園

及
び

街
路

に
植

栽
し

て
あ

る
樹

木
等

の
剪

定
、

及
び

除
草

、
防

虫
作

業
等

8
,
0
0
0

8
,
0
0
0

8
,
0
0
0
土

木
課

施
設

不
良

遊
具

事
故

件
数

0
件

4
4

2
3

4
2

2

1
1
0
4

降
灰
除
去

事
業
（
道
路
・
宅
地
内
）

火
山

の
活

動
に

伴
い

、
市

民
生

活
に

著
し

い
影

響
を

与
え

る
こ

と
か

ら
、

道
路

や
宅

地
内

に
堆

積
し

た
火

山
灰

を
除

去
す

る
事

業
1
1
8
,
5
7
4

1
1
8
,
5
7
4

1
1
8
,
5
7
4
土

木
課

速
や

か
な

降
灰

除
去

指
示

日
か

ら
３

日
以

内
4

3
4

3
1

3
2

1
1
0
5

橋
梁
長
寿

命
化
事
業
（
ソ
フ
ト
）

近
接

目
視

に
よ

る
5
年

毎
の

点
検

を
実

施
し

、
健

全
度

の
把

握
を

行
う

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0
土

木
課

橋
梁

点
検

2
5
橋

4
2

3
4

4
1

2

1
1
0
6

橋
梁
長
寿

命
化
事
業
（
ハ
ー
ド
）

長
寿

命
化

修
繕

計
画

を
作

成
し

、
橋

の
状

態
を

把
握

し
な

が
ら

、
適

正
な

修
繕

を
実

施
し

、
延

命
を

図
る

5
9
,
0
0
0

5
9
,
0
0
0

5
9
,
0
0
0
土

木
課

事
業

の
実

施
橋

梁
数

5
橋

4
2

3
4

4
1

2

1
1
0
7

道
路
改
良

事
業

主
要

道
路

の
改

良
工

事
（

幅
員

・
カ

ー
ブ

・
排

水
溝

・
路

面
等

の
改

良
）

1
3
4
,
0
0
0

2
1
0
,
0
0
0

1
5
5
,
0
0
0
土

木
課

実
施

路
線

数
2
路

線
4

4
4

4
3

4
2

1
1
0
8

道
路
改
修

事
業

傷
み

の
激

し
い

車
道

の
舗

装
面

の
整

備
を

行
い

、
歩

行
者

及
び

通
行

車
両

の
安

全
を

図
る

1
1
,
5
0
0

1
1
,
5
0
0

1
1
,
5
0
0
土

木
課

実
施

路
線

数
2
路

線
4

3
4

4
3

4
1

1
1
1
2

港
湾
事
業

垂
水

港
（

元
垂

水
地

区
）

の
長

寿
命

化
補

修
事

業
1
3
,
1
2
0

1
3
,
1
2
0

1
3
,
1
2
0
土

木
課

実
施

箇
所

数
1
箇

所
3

3
3

4
4

2
2

1
1
1
3

国
道
関
連

事
業

国
が

行
う

事
業

で
あ

り
、

地
元

と
の

調
整

、
用

地
取

得
等

に
係

る
事

前
調

査
0

0
0
土

木
課

実
施

箇
所

数
4
箇

所
4

4
4

4
4

1
2

1
1
1
4

中
央
地
区

雨
水
対
策
事
業

浸
水

を
防

除
す

る
た

め
、

排
水

路
の

改
修

を
す

る
も

の
で

あ
る

現
在

は
、

休
止

中
0

0
0
土

木
課

休
止

中
-

3
3

4
3

3
2

3

1
1
1
5

都
市
計
画

関
連
事
業

当
分

の
間

、
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

の
策

定
と

用
途

地
域

の
見

直
し

を
行

う
0

0
0
土

木
課

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
策

定
策

定
2

2
2

2
1

2
1

20
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住
環

境
（

公
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、
住

宅
、

道
路

等
）

、
景

観
の

整
備

c
o
d
e

重
点

事
業

名
概

要
事

業
費

単
位

：
千

円
担

当
課

成
果
指
標
等

R
1
目
標
値

行
政

評
価

プ
ロ

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和

３
年
度

名
称

①
②

③
④

⑤
⑥

今
後

1
1
1
6

垂
水
市
建

設
残
土
処
分
場
建
設

処
分

場
用

地
の

管
理

に
係

る
施

設
の

整
備

7
,
6
0
0

7
,
6
0
0

7
,
6
0
0
土

木
課

実
施

地
区

1
地

区
3

2
2

3
3

1
1

1
1
1
7

河
川
等
環

境
整
備
事
業

河
川

敷
地

内
の

土
砂

や
雑

草
及

び
、

雑
木

等
の

土
砂

除
去

・
除

草
・

伐
採

を
行

な
う

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0
土

木
課

実
施

率
5
0
%

4
4

4
3

3
3

1

1
1
1
8

1
都
市
公
園

事
業

垂
水

中
央

運
動

公
園

の
利

用
形

態
の

変
化

や
施

設
の

老
朽

化
に

よ
る

改
修

工
事

、
年

次
計

画
を

立
て

て
各

施
設

の
改

修
工

事
を

実
施

4
4
6
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0
土

木
課

施
設

数
2
施

設
4

4
4

3
3

1
1

1
1
1
9

1
建
築
物
耐

震
改
修
促
進
事
業

建
築

物
の

耐
震

化
率

の
向

上
、

耐
震

診
断

及
び

耐
震

改
修

に
対

す
る

支
援

の
た

め
の

補
助

制
度

6
0
0

6
0
0

6
0
0
土

木
課

建
築

物
耐

震
改

修
促

進
事

業
診

断
1
～

2
棟

改
修

1
棟

3
2

2
2

2
1

2

1
1
2
0

が
け
地
近

接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業

危
険

住
宅

の
解

体
除

却
経

費
と

住
宅

建
設

、
購

入
、

土
地

購
入

、
造

成
経

費
の

金
融

機
関

な
ど

か
ら

の
借

り
入

れ
に

よ
る

利
息

補
助

5
,
3
7
2

5
,
3
7
2

5
,
3
7
2
土

木
課

事
業

案
内

市
報

掲
載

す
る

3
2

3
2

2
1

2

1
1
2
1

1
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
促
進
事
業

住
宅

所
有

者
が

リ
フ

ォ
ー

ム
施

工
す

る
工

事
費

に
対

し
、

補
助

す
る

1
2
,
0
0
0

1
2
,
0
0
0

1
2
,
0
0
0
土

木
課

住
宅

リ
フ

ォ
ー

ム
促

進
事

業
一

般
：

5
0
件

子
育

：
1
0
件

3
3

2
3

3
1

2

1
1
2
2

1
空
き
家
解

体
撤
去
事
業

空
き

家
の

解
体

、
除

却
工

事
に

対
し

補
助

す
る

、
解

体
と

同
年

度
に

新
築

着
工

す
る

場
合

、
上

乗
せ

補
助

す
る

8
,
0
0
0

8
,
0
0
0

8
,
0
0
0
土

木
課

空
き

家
解

体
撤

去
事

業
解

体
：

2
0
件

新
築

：
1
0
件

3
3

2
3

3
1

2

1
1
2
3

公
営
住
宅

維
持
管
理
事
業

市
営

住
宅

等
の

維
持

、
管

理
、

入
居

関
連

事
務

3
8
4
,
3
4
4

1
1
6
,
1
2
7

1
0
9
,
0
0
7
土

木
課

公
営

住
宅

の
建

替
戸

数
1
2
戸

3
3

3
3

3
2

3

1
1
2
4

地
籍
調
査

事
業

地
籍

の
明

確
化

2
5
,
0
0
0

2
5
,
0
0
0

2
5
,
0
0
0
土

木
課

調
査

面
積

1
.
2
8
k
㎡

4
3

3
3

4
2

2

1
3
0
1

水
質
検
査

事
業
（
簡
易
水
道
）

水
質

検
査

基
準

項
目

、
水

質
管

理
上

必
要

と
判

断
し

た
項

目
に

つ
い

て
検

査
を

実
施

1
,
8
9
8

1
,
8
9
8

1
,
8
9
8
水

道
課

水
質

事
故

件
数

0
件

4
4

4
3

4
1

2

1
3
0
2

配
水
設
備

事
業

災
害

に
強

い
配

水
管

路
網

の
構

築
や

配
水

管
の

老
朽

管
更

新
等

3
0
,
0
0
0

6
1
,
0
0
0

6
1
,
0
0
0
水

道
課

有
収

率
9
0
%

4
4

4
3

4
1

2

1
3
0
3

原
水
及
び

浄
水
設
備
事
業

取
水

施
設

や
導

水
管

及
び

浄
水

場
等

、
水

源
地

か
ら

浄
水

場
ま

で
の

施
設

整
備

や
更

新
を

行
い

、
施

設
機

能
の

確
保

を
図

る
4
,
5
0
0

3
9
,
0
0
0

3
9
,
0
0
0
水

道
課

有
収

率
9
0
%

4
4

4
3

4
1

2

1
3
0
4

水
質
検
査

事
業
（
上
水
道
）

水
質

検
査

基
準

項
目

、
水

質
管

理
上

必
要

と
判

断
し

た
項

目
に

つ
い

て
検

査
を

実
施

3
,
4
2
4

3
,
4
2
4

3
,
4
2
4
水

道
課

水
質

事
故

件
数

0
件

4
4

4
3

4
1

2

3
5
事

業
事

業
費

計
1
,
4
2
7
,
0
7
1

8
9
5
,
7
5
4

8
1
7
,
7
2
6

  
 【

重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
凡
例
】

1
　

ま
ち

・
ひ

と
・

し
ご

と
の

創
生

2
　

健
康

長
寿

・
子

育
て

支
援

の
ま

ち
づ

く
り

3
　

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進

  
 【

行
政

評
価
凡
例
】

①
対

象
・

目
的

・
手

段
の

妥
当

性
4
：

非
常

に
妥

当
で

あ
る

　
 
 
 
 
　

　
3
:
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
妥

当
で

あ
る

　
 
 
 
 
 
2
：

あ
ま

り
妥

当
で

な
い

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

 
 
1
：

全
く

妥
当

で
な

い

②
市

民
ニ

ー
ス

の
反

映
度

・
対

応
度

4
：

非
常

に
反

映
・

対
応

し
た

　
　

　
3
：

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

反
映

・
対

応
し

た
　

2
：

あ
ま

り
反

映
・

対
応

し
て

い
な

い
　

 
 
　

 
 
1
：

全
く

反
映

・
対

応
し

て
い

な
い

③
優

先
度

（
緊

急
性

）
4
：

優
先

度
が

非
常

に
高

い
　

 
　

　
 
3
:
優

先
度

は
比

較
的

高
い

／
法

的
・

国
県

　
 
2
：

優
先

度
は

比
較

的
高

い
／

市
民

ニ
ー

ズ
　

　
1
：

優
先

度
は

そ
れ

ほ
ど

高
く

な
い

今
後

／
今

後
の

方
向

性
1
：

拡
大

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
：

現
状

維
持

　
 
 
 
 
 
 
3
：

見
直

し
・

改
善

　
 
 
 
 
 
4
：

縮
小

　
 
 
 
 
 
 
 
5
：

廃
止

④
有

効
性

4
：

期
待

以
上

の
効

果
が

得
ら

れ
た

　
3
:
一

応
の

効
果

が
得

ら
れ

た
 
 
 
 
 
 
 
　

　
　

2
：

あ
ま

り
効

果
が

得
ら

れ
な

か
っ

た
　

 
 
 
　

 
1
：

全
く

効
果

が
得

ら
れ

な
か

っ
た

⑤
効

率
性

4
：

非
常

に
高

い
向

上
が

図
ら

れ
た

　
3
:
軽

微
な

向
上

が
図

ら
れ

た
　

 
 
 
 
 
　

　
 
 
2
：

取
り

組
ん

だ
が

向
上

が
図

ら
れ

な
か

っ
た

　
1
：

全
く

取
り

組
ま

な
か

っ
た

⑥
代

替
手

段
の

可
能

性
4
：

全
て

可
能

で
あ

る
　

 
 
 
 
　

　
 
 
3
:
概

ね
可

能
（

一
部

不
可

能
）

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
：

概
ね

不
可

能
（

一
部

可
能

）
　

 
 
 
 
 
　

 
 
 
1
：

全
く

不
可

能
で

あ
る
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第
３
節
　
分
野
別
計
画
事
業
一
覧

■
　

ま
ち

づ
く

り
の

進
め

方
　

１
　

市
民

と
行

政
の

協
働

に
よ

る
ま

ち
づ

く
り

c
o
d
e

重
点

事
業

名
概

要
事

業
費

単
位

：
千

円
担

当
課

成
果
指
標
等

R
1
目
標
値

行
政

評
価

プ
ロ

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和

３
年
度

名
称

①
②

③
④

⑤
⑥

今
後

0
2
0
1

第
５
次
垂

水
市
総
合
計
画
関
連
事
業

第
５

次
総

合
計

画
基

本
構

想
に

定
め

た
ま

ち
の

将
来

像
を

実
現

す
る

た
め

、
基

本
計

画
及

び
実

施
計

画
の

進
捗

や
成

果
確

認
を

行
う

3
2
6

3
2
6

3
2
6
企

画
政

策
課

実
施

計
画

の
進

捗
率

1
0
0
%

4
4

4
4

4
1

1

0
2
0
7

1
共
生
・
協

働
推
進
事
業

市
の

全
て

の
政

策
に

共
生

･
協

働
の

取
り

組
み

を
推

進
す

る
各

地
区

の
地

域
振

興
計

画
に

基
づ

く
事

業
の

実
施

2
5
,
9
5
9

2
2
,
0
0
0

2
2
,
0
0
0
企

画
政

策
課

計
画

に
基

づ
く

実
施

事
業

数
1
0
事

業
4

4
4

4
3

2
2

0
2
0
8

自
治
基
本

条
例
制
定
事
業

地
域

住
民

に
よ

る
主

体
的

な
地

域
活

動
が

行
え

る
よ

う
に

市
の

全
て

の
政

策
に

共
生

･
協

働
の

取
り

組
み

を
推

進
し

て
い

く
0

0
0
企

画
政

策
課

策
定

体
制

、
方

針
検

討
協

議
4

2
1

3
1

1
2

0
2
0
9

男
女
共
同

参
画
関
連
事
業

男
女

共
同

参
画

推
進

協
議

会
及

び
行

政
推

進
会

議
の

開
催

・
広

報
啓

発
活

動
に

よ
り

、
意

識
改

革
・

環
境

づ
く

り
に

努
め

る
1
8

1
8

3
0
企

画
政

策
課

審
議

会
等

へ
の

女
性

登
用

率

28
.0
0%

3
2

3
3

1
1

3

0
2
1
0

地
域
振
興

計
画
策
定
事
業

主
体

的
な

地
域

づ
く

り
活

動
を

支
援

す
る

た
め

、
実

施
事

業
の

成
果

や
課

題
を

踏
ま

え
、

地
域

振
興

計
画

を
見

直
し

策
定

す
る

4
0
0

4
0
0

6
0
0
企

画
政

策
課

計
画

見
直

し
地

区
見

直
2
地

区
4

3
4

3
3

2
2

0
2
1
7

広
聴
事
業

市
民

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
、

政
策

立
案

や
市

民
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

な
ど

、
市

政
運

営
の

参
考

と
す

る
た

め
に

行
う

も
の

4
8

4
8

4
8
企

画
政

策
課

広
報

誌
お

便
り

件
数

1
8
0
件

4
4

2
3

3
1

2

0
2
1
8

3
広
報
事
業

市
民

の
行

政
参

加
を

促
進

さ
せ

、
ま

た
、

行
政

に
対

す
る

信
頼

関
係

を
築

い
て

い
く

た
め

に
行

う
も

の
9
,
3
3
6

9
,
3
3
6

9
,
3
3
6
企

画
政

策
課

広
報

誌
平

均
ペ

ー
ジ

数
4
2
ペ

ー
ジ

4
4

4
3

3
1

3

0
2
1
9

3
垂
水
市
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
事
業

本
市

の
総

合
的

な
イ

メ
ー

ジ
ア

ッ
プ

を
図

り
、

本
市

の
振

興
に

寄
与

す
る

も
の

6
2
0

6
8
3

6
8
3
企

画
政

策
課

メ
デ

ィ
ア

情
報

発
信

件
数

6
0
件

4
4

4
3

3
1

3

0
2
2
0

3
た
る
み
ず

大
使
事
業

本
市

出
身

等
で

ご
活

躍
さ

れ
て

い
る

方
を

に
大

使
と

し
て

委
嘱

し
、

Ｐ
Ｒ

活
動

や
情

報
交

換
を

通
じ

て
、

本
市

の
振

興
を

図
る

4
5
5

2
3
6

4
5
5
企

画
政

策
課

新
規

広
報

誌
の

購
読

者
数

7
0
件

4
3

3
3

3
1

3

0
2
2
3

新
3

自
治
体
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
導
入
事
業

専
用

の
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

導
入

す
る

こ
と

で
、

子
育

て
、

ご
み

、
イ

ベ
ン

ト
等

、
多

岐
に

渡
る

新
た

な
情

報
発

信
を

図
る

0
8
8
0

6
4
8
企

画
政

策
課

導
入

検
討

3
2

1
1

1
2

1

0
4
0
3

新
家
屋
全
棟

調
査
事
業

現
地

特
定

照
合

調
査

を
行

い
、

評
価

漏
家

屋
及

び
滅

失
漏

家
屋

を
把

握
し

、
評

価
額

の
算

出
を

行
う

3
0
,
5
0
0

7
1
,
2
5
0

0
税

務
課

家
屋

の
所

在
地

特
定

9
0
.
0
0
%

3
3

4
3

4
2

1

0
5
0
2

振
興
会
関

連
事
業

各
振

興
会

活
動

や
環

境
整

備
を

推
進

し
、

行
政

と
市

民
と

の
連

係
、

情
報

提
供

が
ス

ム
ー

ズ
に

行
え

る
よ

う
に

サ
ポ

ー
ト

を
行

う
3
0
,
9
4
5

3
0
,
9
4
5

3
0
,
9
4
5
市

民
課

振
興

会
加

入
率

9
6
％

9
6
%

3
3

2
3

2
1

3

0
5
0
4

相
談
関
連

事
業

消
費

生
活

、
行

政
、

交
通

事
故

、
人

権
、

心
配

事
等

の
相

談
を

必
要

と
す

る
市

民
に

対
し

て
形

態
に

応
じ

実
施

2
,
8
8
1

2
,
8
8
1

2
,
8
8
1
市

民
課

特
設

人
権

相
談

所
開

催
周

知
6
回

4
4

4
3

1
2

0
5
0
5

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
等
活
動
支
援
事
業

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
対

す
る

補
償

や
地

縁
団

体
に

係
る

事
務

、
N
P
O

設
立

に
係

る
助

言
を

行
う

5
2
4

5
2
4

5
2
4
市

民
課

N
P
O
設

立
相

談
回

数
1
回

4
3

4
3

3
2

2

1
4

事
業

事
業

費
計

1
0
2
,
0
1
2

1
3
9
,
5
2
7

6
8
,
4
7
6

  
 【

重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
凡
例
】

1
　

ま
ち

・
ひ

と
・

し
ご

と
の

創
生

2
　

健
康

長
寿

・
子

育
て

支
援

の
ま

ち
づ

く
り

3
　

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進

  
 【

行
政

評
価
凡
例
】

①
対

象
・

目
的

・
手

段
の

妥
当

性
4
：

非
常

に
妥

当
で

あ
る

　
 
 
 
 
　

　
3
:
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
妥

当
で

あ
る

　
 
 
 
 
 
2
：

あ
ま

り
妥

当
で

な
い

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

 
 
1
：

全
く

妥
当

で
な

い

②
市

民
ニ

ー
ス

の
反

映
度

・
対

応
度

4
：

非
常

に
反

映
・

対
応

し
た

　
　

　
3
：

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

反
映

・
対

応
し

た
　

2
：

あ
ま

り
反

映
・

対
応

し
て

い
な

い
　

 
 
　

 
 
1
：

全
く

反
映

・
対

応
し

て
い

な
い

③
優

先
度

（
緊

急
性

）
4
：

優
先

度
が

非
常

に
高

い
　

 
　

　
 
3
:
優

先
度

は
比

較
的

高
い

／
法

的
・

国
県

　
 
2
：

優
先

度
は

比
較

的
高

い
／

市
民

ニ
ー

ズ
　

　
1
：

優
先

度
は

そ
れ

ほ
ど

高
く

な
い

今
後

／
今

後
の

方
向

性
1
：

拡
大

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
：

現
状

維
持

　
 
 
 
 
 
 
3
：

見
直

し
・

改
善

　
 
 
 
 
 
4
：

縮
小

　
 
 
 
 
 
 
 
5
：

廃
止

④
有

効
性

4
：

期
待

以
上

の
効

果
が

得
ら

れ
た

　
3
:
一

応
の

効
果

が
得

ら
れ

た
 
 
 
 
 
 
 
　

　
　

2
：

あ
ま

り
効

果
が

得
ら

れ
な

か
っ

た
　

 
 
 
　

 
1
：

全
く

効
果

が
得

ら
れ

な
か

っ
た

⑤
効

率
性

4
：

非
常

に
高

い
向

上
が

図
ら

れ
た

　
3
:
軽

微
な

向
上

が
図

ら
れ

た
　

 
 
 
 
 
　

　
 
 
2
：

取
り

組
ん

だ
が

向
上

が
図

ら
れ

な
か

っ
た

　
1
：

全
く

取
り

組
ま

な
か

っ
た

⑥
代

替
手

段
の

可
能

性
4
：

全
て

可
能

で
あ

る
　

 
 
 
 
　

　
 
 
3
:
概

ね
可

能
（

一
部

不
可

能
）

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
：

概
ね

不
可

能
（

一
部

可
能

）
　

 
 
 
 
 
　

 
 
 
1
：

全
く

不
可

能
で

あ
る
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第
３
節
　
分
野
別
計
画
事
業
一
覧

■
　

ま
ち

づ
く

り
の

進
め

方
　

２
　

健
全

で
安

定
し

た
行

財
政

運
営

の
推

進

c
o
d
e

重
点

事
業

名
概

要
事

業
費

単
位

：
千

円
担

当
課

成
果
指
標
等

R
1
目
標
値

行
政

評
価

プ
ロ

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和

３
年
度

名
称

①
②

③
④

⑤
⑥

今
後

0
1
0
7

職
員
研
修

事
業

庁
内

研
修

、
庁

外
研

修
（

自
治

研
修

セ
ン

タ
ー

研
修

等
）

を
実

施
す

る
6
,
4
7
8

2
,
2
1
7

2
,
2
1
7
総

務
課

職
員

研
修

の
受

講
率

1
0
0
%

4
3

4
3

4
1

2

0
1
0
8

新
Wi
nd
ow
s 
OS
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
対
応

（
庁
内
業

務
用
端
末
の
更
新
）

安
定

し
た

行
財

政
運

営
を

達
成

す
る

た
め

、
W
i
n
d
o
w
s
 
O
S
サ

ポ
ー

ト
終

了
と

な
る

業
務

用
端

末
の

更
新

を
行

う
6
2
,
4
8
7

0
0
総

務
課

庁
内

端
末

の
更

新
率

1
0
0
%

4
4

4
4

4
1

3

0
2
0
2

行
政
評
価

関
連
事
業

行
政

評
価

と
は

、
自

治
体

の
政

策
・

施
策

・
事

務
事

業
の

内
容

、
進

捗
状

況
を

客
観

的
に

様
式

や
数

値
で

表
現

す
る

手
法

0
0

0
企

画
政

策
課

「
有

効
性

」
の

向
上

事
業

数
-

4
4

4
4

4
2

1

0
2
2
1

新
庁
舎
建

設
関
連
事
業

垂
水

市
新

庁
舎

建
設

基
本

計
画

に
基

づ
き

、
本

市
が

目
指

す
庁

舎
整

備
を

行
う

事
業

1
0
2
,
7
9
7

3
,
7
0
0
,
0
0
0

0
企

画
政

策
課

広
報

誌
に

よ
る

情
報

発
信

件
数

9
回

4
4

4
3

3
1

1

0
3
0
1

財
政
運
営

健
全
化
事
業

社
会

経
済

環
境

が
急

激
に

変
化

す
る

中
で

、
本

市
の

重
要

課
題

に
適

切
に

対
応

で
き

る
よ

う
健

全
で

安
定

し
た

財
政

運
営

を
図

る
0

0
0
財

政
課

経
常

収
支

率
9
2
%

4
4

4
3

4
1

0
3
0
2

財
産
管
理

事
業

公
共

施
設

等
総

合
管

理
計

画
に

基
づ

き
、

市
有

財
産

の
適

正
な

維
持

管
理

し
安

全
性

を
確

保
す

る
1
3
,
5
5
2

1
4
,
7
2
1

1
3
,
3
4
6
財

政
課

個
別

計
画

の
推

進
策

定
準

備
3

3
2

3
4

2
2

0
3
0
3

公
用
車
管

理
事
業

適
正

に
公

用
車

を
管

理
し

て
、

そ
の

効
率

的
運

用
と

経
費

削
減

に
努

め
る

2
9
,
0
2
6

2
9
,
0
2
6

2
8
,
5
3
3
財

政
課

事
故

件
数

0
件

3
3

3
3

3
2

2

0
4
0
1

徴
収
対
策

事
業

滞
納

の
実

態
を

把
握

し
、

適
切

に
滞

納
処

分
を

行
い

、
徴

収
率

を
改

善
し

自
主

財
源

の
確

保
に

努
め

る
0

0
0
税

務
課

市
税

の
徴

収
率

9
5
.
7
%

4
4

4
4

4
1

2

8
事

業
事

業
費

計
2
1
4
,
3
4
0

3
,
7
4
5
,
9
6
4

4
4
,
0
9
6

  
 【

重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
凡
例
】

1
　

ま
ち

・
ひ

と
・

し
ご

と
の

創
生

2
　

健
康

長
寿

・
子

育
て

支
援

の
ま

ち
づ

く
り

3
　

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進

  
 【

行
政

評
価
凡
例
】

①
対

象
・

目
的

・
手

段
の

妥
当

性
4
：

非
常

に
妥

当
で

あ
る

　
 
 
 
 
　

　
3
:
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
妥

当
で

あ
る

　
 
 
 
 
 
2
：

あ
ま

り
妥

当
で

な
い

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

 
 
1
：

全
く

妥
当

で
な

い

②
市

民
ニ

ー
ス

の
反

映
度

・
対

応
度

4
：

非
常

に
反

映
・

対
応

し
た

　
　

　
3
：

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

反
映

・
対

応
し

た
　

2
：

あ
ま

り
反

映
・

対
応

し
て

い
な

い
　

 
 
　

 
 
1
：

全
く

反
映

・
対

応
し

て
い

な
い

③
優

先
度

（
緊

急
性

）
4
：

優
先

度
が

非
常

に
高

い
　

 
　

　
 
3
:
優

先
度

は
比

較
的

高
い

／
法

的
・

国
県

　
 
2
：

優
先

度
は

比
較

的
高

い
／

市
民

ニ
ー

ズ
　

　
1
：

優
先

度
は

そ
れ

ほ
ど

高
く

な
い

今
後

／
今

後
の

方
向

性
1
：

拡
大

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
：

現
状

維
持

　
 
 
 
 
 
 
3
：

見
直

し
・

改
善

　
 
 
 
 
 
4
：

縮
小

　
 
 
 
 
 
 
 
5
：

廃
止

④
有

効
性

4
：

期
待

以
上

の
効

果
が

得
ら

れ
た

　
3
:
一

応
の

効
果

が
得

ら
れ

た
 
 
 
 
 
 
 
　

　
　

2
：

あ
ま

り
効

果
が

得
ら

れ
な

か
っ

た
　

 
 
 
　

 
1
：

全
く

効
果

が
得

ら
れ

な
か

っ
た

⑤
効

率
性

4
：

非
常

に
高

い
向

上
が

図
ら

れ
た

　
3
:
軽

微
な

向
上

が
図

ら
れ

た
　

 
 
 
 
 
　

　
 
 
2
：

取
り

組
ん

だ
が

向
上

が
図

ら
れ

な
か

っ
た

　
1
：

全
く

取
り

組
ま

な
か

っ
た

⑥
代

替
手

段
の

可
能

性
4
：

全
て

可
能

で
あ

る
　

 
 
 
 
　

　
 
 
3
:
概

ね
可

能
（

一
部

不
可

能
）

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
：

概
ね

不
可

能
（

一
部

可
能

）
　

 
 
 
 
 
　

 
 
 
1
：

全
く

不
可

能
で

あ
る
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第
３
節
　
分
野
別
計
画
事
業
一
覧

■
　

ま
ち

づ
く

り
の

進
め

方
　

３
　

隣
接

市
等

と
の

広
域

連
携

の
推

進

c
o
d
e

重
点

事
業

名
概

要
事

業
費

単
位

：
千

円
担

当
課

成
果
指
標
等

R
1
目
標
値

行
政

評
価

プ
ロ

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和

３
年
度

名
称

①
②

③
④

⑤
⑥

今
後

0
2
0
3

大
学
と
の

包
括
連
携
協
定
関
連
事
業

包
括

協
定

に
基

づ
き

、
専

門
知

識
を

有
し

た
各

教
育

機
関

と
連

携
し

、
関

係
各

課
に

て
事

業
を

推
進

す
る

2
0
0

2
0
0

2
0
0
企

画
政

策
課

各
種

取
組

み
の

数
6
件

4
2

1
3

4
1

3

0
2
1
5

1
大
隅
地
区

広
域
行
政
に
関
す
る
事
業

大
隅

総
合

開
発

期
成

会
や

鹿
児

島
県

大
隅

地
域

振
興

局
等

と
の

連
携

を
含

め
た

各
種

取
り

組
み

を
お

こ
な

う
も

の
6
2
1

6
2
1

6
2
1
企

画
政

策
課

広
域

連
携

事
業

数
4
3
事

業
3

3
3

3
3

1
2

2
事

業
事

業
費

計
8
2
1

8
2
1

8
2
1

  
 【

重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
凡
例
】

1
　

ま
ち

・
ひ

と
・

し
ご

と
の

創
生

2
　

健
康

長
寿

・
子

育
て

支
援

の
ま

ち
づ

く
り

3
　

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進

  
 【

行
政

評
価
凡
例
】

①
対

象
・

目
的

・
手

段
の

妥
当

性
4
：

非
常

に
妥

当
で

あ
る

　
 
 
 
 
　

　
3
:
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
妥

当
で

あ
る

　
 
 
 
 
 
2
：

あ
ま

り
妥

当
で

な
い

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

 
 
1
：

全
く

妥
当

で
な

い

②
市

民
ニ

ー
ス

の
反

映
度

・
対

応
度

4
：

非
常

に
反

映
・

対
応

し
た

　
　

　
3
：

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

反
映

・
対

応
し

た
　

2
：

あ
ま

り
反

映
・

対
応

し
て

い
な

い
　

 
 
　

 
 
1
：

全
く

反
映

・
対

応
し

て
い

な
い

③
優

先
度

（
緊

急
性

）
4
：

優
先

度
が

非
常

に
高

い
　

 
　

　
 
3
:
優

先
度

は
比

較
的

高
い

／
法

的
・

国
県

　
 
2
：

優
先

度
は

比
較

的
高

い
／

市
民

ニ
ー

ズ
　

　
1
：

優
先

度
は

そ
れ

ほ
ど

高
く

な
い

今
後

／
今

後
の

方
向

性
1
：

拡
大

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
：

現
状

維
持

　
 
 
 
 
 
 
3
：

見
直

し
・

改
善

　
 
 
 
 
 
4
：

縮
小

　
 
 
 
 
 
 
 
5
：

廃
止

④
有

効
性

4
：

期
待

以
上

の
効

果
が

得
ら

れ
た

　
3
:
一

応
の

効
果

が
得

ら
れ

た
 
 
 
 
 
 
 
　

　
　

2
：

あ
ま

り
効

果
が

得
ら

れ
な

か
っ

た
　

 
 
 
　

 
1
：

全
く

効
果

が
得

ら
れ

な
か

っ
た

⑤
効

率
性

4
：

非
常

に
高

い
向

上
が

図
ら

れ
た

　
3
:
軽

微
な

向
上

が
図

ら
れ

た
　

 
 
 
 
 
　

　
 
 
2
：

取
り

組
ん

だ
が

向
上

が
図

ら
れ

な
か

っ
た

　
1
：

全
く

取
り

組
ま

な
か

っ
た

⑥
代

替
手

段
の

可
能

性
4
：

全
て

可
能

で
あ

る
　

 
 
 
 
　

　
 
 
3
:
概

ね
可

能
（

一
部

不
可

能
）

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
：

概
ね

不
可

能
（

一
部

可
能

）
　

 
 
 
 
 
　

 
 
 
1
：

全
く

不
可

能
で

あ
る
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第
３
節
　
分
野
別
計
画
事
業
一
覧

■
　

重
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

　
１

　
ま

ち
・

ひ
と

・
し

ご
と

の
創

生

c
o
d
e

重
点

事
業

名
概

要
事

業
費

単
位

：
千

円
担

当
課

成
果
指
標
等

R
1
目
標
値

行
政

評
価

プ
ロ

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和

３
年
度

名
称

①
②

③
④

⑤
⑥

今
後

0
1
0
6

1
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
作
成
事
業

災
害

時
等

、
避

難
行

動
に

支
援

が
必

要
な

方
を

把
握

し
、

自
主

防
災

組
織

や
福

祉
事

業
所

等
に

よ
る

避
難

支
援

を
実

施
す

る
1
,
6
9
4

1
,
6
9
4

1
,
6
9
4
総

務
課

最
新

名
簿

管
理

-
4

3
3

3
4

3
3

0
2
0
4

1
地
方
創
生

関
連
事
業

事
業

の
進

捗
管

理
を

行
い

、
本

市
の

人
口

動
態

が
プ

ラ
ス

に
転

じ
る

よ
う

、
特

色
あ

る
住

み
よ

い
ま

ち
づ

く
り

を
目

指
す

0
0

0
企

画
政

策
課

効
果

検
証

の
実

施
1
回

4
4

4
4

4
2

1

0
2
0
5

1
南
の
拠
点

整
備
事
業

新
た

な
拠

点
を

整
備

す
る

こ
と

に
よ

り
、

既
存

施
設

と
の

相
乗

効
果

に
よ

る
発

展
を

目
指

す
も

の
で

あ
る

4
1
,
1
4
8

4
1
,
1
4
8

4
1
,
1
4
8
企

画
政

策
課

観
光

入
込

客
数

2
0
0
万

人
4

3
4

3
4

1
1

0
2
0
6

1
垂
水
市
地

域
若
者
「
就
地
」
拡
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

事
業

高
校

・
大

学
及

び
企

業
と

連
携

し
、

就
業

体
験

・
講

座
等

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

発
し

、
若

者
が

地
域

で
の

実
践

的
な

経
営

ス
キ

ル
を

学
ぶ

1
,
3
9
4

0
0
企

画
政

策
課

地
域

再
生

計
画

の
雇

用
創

出
数

2
0
人

4
3

3
3

1
4

3

0
2
0
7

1
共
生
・
協

働
推
進
事
業

市
の

全
て

の
政

策
に

共
生

･
協

働
の

取
り

組
み

を
推

進
す

る
各

地
区

の
地

域
振

興
計

画
に

基
づ

く
事

業
の

実
施

2
5
,
9
5
9

2
2
,
0
0
0

2
2
,
0
0
0
企

画
政

策
課

計
画

に
基

づ
く

実
施

事
業

数
1
0
事

業
4

4
4

4
3

1
1

0
2
1
1

1
定
住
促
進

事
業

子
育

て
世

帯
や

住
み

替
え

時
の

住
宅

取
得

や
賃

貸
な

ど
の

費
用

に
対

す
る

助
成

、
空

き
家

バ
ン

ク
制

度
に

よ
る

空
き

家
対

策
4
2
,
9
6
7

4
2
,
9
6
7

2
7
,
0
5
9
企

画
政

策
課

空
き

家
バ

ン
ク

物
件

登
録

数
2
0
件

4
4

4
3

3
2

1

0
2
1
3

1
雇
用
創
出

関
連
事
業
（
企
画
政
策
課
分
）

企
業

誘
致

の
促

進
、

既
進

出
企

業
へ

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

に
よ

る
雇

用
創

出
2
9
2

4
3
5

2
9
2
企

画
政

策
課

市
内

立
地

企
業

雇
用

者
数

6
8
9
人

4
3

4
3

3
1

1

0
2
1
4

1
総
合
交
通

対
策
事
業

地
域

や
隣

接
市

と
協

議
し

、
路

線
バ

ス
・

乗
合

タ
ク

シ
ー

等
に

よ
る

効
率

的
で

利
便

性
の

あ
る

交
通

網
整

備
・

改
善

4
2
,
4
2
3

4
2
,
4
2
3

4
2
,
4
2
3
企

画
政

策
課

乗
合

タ
ク

シ
ー

利
用

割
合

3
4
%

4
3

3
3

3
1

2

0
2
1
5

新
1

大
隅
地
区

広
域
行
政
に
関
す
る
事
業

大
隅

総
合

開
発

期
成

会
や

鹿
児

島
県

大
隅

地
域

振
興

局
等

と
の

連
携

を
含

め
た

各
種

取
り

組
み

を
お

こ
な

う
も

の
6
2
1

6
2
1

6
2
1
企

画
政

策
課

広
域

連
携

事
業

数
4
3
事

業
3

3
3

3
3

1
2

0
4
0
2

1
民
間
資
金

活
用
集
合
住
宅
建
設
促
進
事
業

自
己

が
所

有
す

る
土

地
に

集
合

住
宅

を
建

設
す

る
も

の
に

対
し

て
、

対
象

と
な

る
固

定
資

産
税

の
土

地
・

家
屋

減
免

0
0

0
税

務
課

各
地

区
１

箇
所

で
支

援

中
央

地
区

以
外

1
箇

所
　

中
央

地
区

4
箇 所

4
3

4
3

1
3

2

0
6
1
4

新
1

た
る
た
る

お
で
か
け
チ
ケ
ッ
ト
交
付
事
業

高
齢

者
が

住
み

慣
れ

た
地

域
で

、
生

き
が

い
を

持
ち

、
安

心
か

つ
健

康
に

暮
ら

せ
る

よ
う

支
援

す
る

た
め

、
チ

ケ
ッ

ト
を

交
付

す
る

2
5
5

1
8
,
6
8
1

1
8
,
6
8
1
福

祉
課

事
業

実
施

R
2
.
4
.
1

－
4

4
4

1
1

0
9
0
5

1
６
次
産
業

化
及
び
企
業
農
業
創
出
事
業

６
次

産
業

化
を

支
援

し
、

農
産

物
の

高
付

加
価

値
化

を
図

る
こ

と
で

農
業

者
の

所
得

向
上

に
つ

な
げ

る
1
,
0
4
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0
農

林
課

６
次

産
業

化
事

業
件

数
4
件

4
2

4
3

3
3

1

0
9
0
6

1
新
規
就
農

支
援
事
業

農
業

人
材

力
強

化
総

合
支

援
事

業
及

び
市

単
独

事
業

を
活

用
し

、
未

来
の

農
業

従
事

者
の

確
保

、
育

成
に

取
り

組
む

1
0
,
9
8
0

1
2
,
3
1
0

1
2
,
3
1
0
農

林
課

認
定

新
規

就
農

者
数

1
6
名

4
4

4
4

3
3

1

0
9
1
2

1
新
規
作
物

推
進
事
業

経
営

発
展

を
図

る
た

め
、

新
規

作
物

を
栽

培
し

よ
う

と
す

る
生

産
者

等
と

の
連

携
を

図
り

、
新

規
作

物
の

栽
培

を
進

め
る

3
6
0

3
6
0

0
農

林
課

農
家

戸
数

6
戸

3
3

2
2

2
1

2

0
9
1
7

1
肉
用
牛
繁

殖
雌
牛
更
新
促
進
事
業

各
種

条
件

を
満

た
し

た
牛

に
つ

い
て

、
導

入
価

格
の

2
0
％

以
内

で
、

1
頭

あ
た

り
1
0
万

円
を

上
限

と
し

て
補

助
3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0
農

林
課

導
入

頭
数

3
0
頭

4
4

4
3

3
2

3

0
9
2
0

1
間
伐
実
施

事
業

樹
木

の
成

長
を

図
る

た
め

、
密

集
し

て
い

る
杉

、
桧

及
び

雑
木

の
除

間
伐

、
林

道
等

の
整

備
を

行
な

う
3
,
2
1
4

3
,
2
1
4

3
,
2
1
4
農

林
課

間
伐

面
積

2
5
h
a

4
3

3
3

3
1

2

0
9
2
8

新
1

森
林
環
境

譲
与
税

地
球

温
暖

化
防

止
や

災
害

防
止

等
を

図
る

た
め

、
間

伐
・

路
網

等
の

森
林

整
備

や
人

材
育

成
、

担
い

手
確

保
等

へ
の

活
用

を
検

討
5
,
4
0
6

5
,
4
0
6

5
,
4
0
6
農

林
課

交
付

対
象

面
積

1
0
h
a

1
0
0
1

1
水
産
振
興

資
金
貸
付
金

年
度

当
初

に
市

が
資

金
貸

付
を

行
い

、
年

度
末

に
利

率
2
.
5
％

以
内

の
利

息
を

つ
け

て
市

へ
返

還
す

る
事

業
2
0
0
,
0
0
0

2
0
0
,
0
0
0

2
0
0
,
0
0
0

水
産

商
工

観
光

課
漁

業
所

得
の

向
上

垂
54
3,
54
0千

円
牛
85
0,
00
0千

円
4

4
2

3
1

1
2

1
0
0
2

1
水
産
振
興

支
援
事
業
（
新
商
品
開
発
等
）

専
属

人
を

活
用

し
、

消
費

者
動

向
等

に
的

確
に

対
応

し
た

付
加

価
値

の
高

い
商

品
づ

く
り

を
行

う
事

業
者

に
対

し
て

補
助

を
行

う
3
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

水
産

商
工

観
光

課
6
次

産
業

化
事

業
者

数
9
業
者

3
3

1
3

1
1

2

1
0
0
3

1
販
路
拡
大

支
援
事
業

両
漁

協
が

行
う

販
路

拡
大

事
業

へ
の

支
援

や
魚

食
普

及
の

た
め

の
活

動
支

援
1
0
,
6
7
0

1
0
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

水
産

商
工

観
光

課
海

外
商

談
成

立
件

数
2
件

4
4

4
3

1
1

1

1
0
0
6

1
人
工
種
苗

購
入
事
業

カ
ン

パ
チ

の
人

工
種

苗
購

入
に

お
け

る
漁

協
へ

の
助

成
1
,
0
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

水
産

商
工

観
光

課
購

入
匹

数
8
万
尾

4
3

2
3

4
1

1
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第
３
節
　
分
野
別
計
画
事
業
一
覧

■
　

重
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

　
１

　
ま

ち
・

ひ
と

・
し

ご
と

の
創

生

c
o
d
e

重
点

事
業

名
概

要
事

業
費

単
位

：
千

円
担

当
課

成
果
指
標
等

R
1
目
標
値

行
政

評
価

プ
ロ

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和

３
年
度

名
称

①
②

③
④

⑤
⑥

今
後

1
0
1
2

1
商
工
会
振

興
資
金
利
子
補
給
事
業

商
工

業
者

が
垂

水
市

商
工

会
を

通
じ

て
、

金
融

機
関

か
ら

借
り

入
れ

た
資

金
に

対
し

て
予

算
の

範
囲

内
で

補
助

す
る

利
子

補
給

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

水
産

商
工

観
光

課
対

象
事

業
者

4
0
企

業
3

3
3

3
3

2
2

1
0
1
4

1
商
工
関
連

イ
ベ
ン
ト
支
援
事
業

観
光

推
進

体
制

の
確

立
を

図
り

、
各

種
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

す
る

こ
と

で
商

工
業

者
を

は
じ

め
と

し
た

地
域

活
性

化
を

目
指

す
2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

水
産

商
工

観
光

課
関

連
イ

ベ
ン

ト
開

催
数

5
回

4
4

3
4

4
2

2

1
0
1
8

1
空
き
店
舗

対
策
支
援
事
業

年
々

増
加

傾
向

の
空

き
店

舗
を

活
用

す
る

取
組

み
等

を
支

援
し

て
商

店
街

の
活

性
化

を
図

る
0

0
0

水
産

商
工

観
光

課
空

き
店

舗
を

利
用

し
た

新
規

利
用

件
数

1
件

3
3

2
3

3
3

2

1
1
1
8

1
都
市
公
園

事
業

垂
水

中
央

運
動

公
園

の
利

用
形

態
の

変
化

や
施

設
の

老
朽

化
に

よ
る

改
修

工
事

、
年

次
計

画
を

立
て

て
各

施
設

の
改

修
工

事
を

実
施

4
4
6
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0
土

木
課

施
設

数
2
施

設
4

4
4

3
3

1
1

1
1
1
9

1
建
築
物
耐

震
改
修
促
進
事
業

建
築

物
の

耐
震

化
率

の
向

上
、

耐
震

診
断

及
び

耐
震

改
修

に
対

す
る

支
援

の
た

め
の

補
助

制
度

6
0
0

6
0
0

6
0
0
土

木
課

建
築

物
耐

震
改

修
促

進
事

業
診

断
1
～

2
棟

改
修

1
棟

3
2

3
2

2
1

2

1
1
2
1

1
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
促
進
事
業

住
宅

所
有

者
が

リ
フ

ォ
ー

ム
施

工
す

る
工

事
費

に
対

し
、

補
助

す
る

1
2
,
0
0
0

1
2
,
0
0
0

1
2
,
0
0
0
土

木
課

住
宅

リ
フ

ォ
ー

ム
促

進
事

業
一

般
：

5
0
件

子
育

：
1
0
件

3
4

2
3

3
1

3

1
1
2
2

1
空
き
家
解

体
撤
去
事
業

空
き

家
の

解
体

、
除

却
工

事
に

対
し

補
助

す
る

、
解

体
と

同
年

度
に

新
築

着
工

す
る

場
合

、
上

乗
せ

補
助

す
る

8
,
0
0
0

8
,
0
0
0

8
,
0
0
0
土

木
課

空
き

家
解

体
撤

去
事

業
解

体
：

2
0
件

新
築

：
1
0
件

3
4

2
3

3
1

2

1
9
0
6

1
た
る
た
る

奨
学
金

本
市

在
住

者
の

子
弟

の
学

習
機

会
を

保
障

し
、

卒
業

後
の

返
還

期
時

に
本

市
在

住
の

場
合

は
、

返
還

を
免

除
し

、
定

住
意

欲
を

高
め

る
4
5

4
5

4
5
学

校
教

育
課

奨
学

金
申

請
者

数
申

請
者

2
0
人

4
4

4
4

4
2

2

2
9
事

業
事

業
費

計
8
6
4
,
8
6
8

4
5
4
,
9
0
4

4
3
8
,
4
9
3

  
 【

重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
凡
例
】

1
　

ま
ち

・
ひ

と
・

し
ご

と
の

創
生

2
　

健
康

長
寿

・
子

育
て

支
援

の
ま

ち
づ

く
り

3
　

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進

  
 【

行
政

評
価
凡
例
】

①
対

象
・

目
的

・
手

段
の

妥
当

性
4
：

非
常

に
妥

当
で

あ
る

　
 
 
 
 
　

　
3
:
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
妥

当
で

あ
る

　
 
 
 
 
 
2
：

あ
ま

り
妥

当
で

な
い

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

 
 
1
：

全
く

妥
当

で
な

い

②
市

民
ニ

ー
ス

の
反

映
度

・
対

応
度

4
：

非
常

に
反

映
・

対
応

し
た

　
　

　
3
：

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

反
映

・
対

応
し

た
　

2
：

あ
ま

り
反

映
・

対
応

し
て

い
な

い
　

 
 
　

 
 
1
：

全
く

反
映

・
対

応
し

て
い

な
い

③
優

先
度

（
緊

急
性

）
4
：

優
先

度
が

非
常

に
高

い
　

 
　

　
 
3
:
優

先
度

は
比

較
的

高
い

／
法

的
・

国
県

　
 
2
：

優
先

度
は

比
較

的
高

い
／

市
民

ニ
ー

ズ
　

　
1
：

優
先

度
は

そ
れ

ほ
ど

高
く

な
い

今
後

／
今

後
の

方
向

性
1
：

拡
大

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
：

現
状

維
持

　
 
 
 
 
 
 
3
：

見
直

し
・

改
善

　
 
 
 
 
 
4
：

縮
小

　
 
 
 
 
 
 
 
5
：

廃
止

④
有

効
性

4
：

期
待

以
上

の
効

果
が

得
ら

れ
た

　
3
:
一

応
の

効
果

が
得

ら
れ

た
 
 
 
 
 
 
 
　

　
　

2
：

あ
ま

り
効

果
が

得
ら

れ
な

か
っ

た
　

 
 
 
　

 
1
：

全
く

効
果

が
得

ら
れ

な
か

っ
た

⑤
効

率
性

4
：

非
常

に
高

い
向

上
が

図
ら

れ
た

　
3
:
軽

微
な

向
上

が
図

ら
れ

た
　

 
 
 
 
 
　

　
 
 
2
：

取
り

組
ん

だ
が

向
上

が
図

ら
れ

な
か

っ
た

　
1
：

全
く

取
り

組
ま

な
か

っ
た

⑥
代

替
手

段
の

可
能

性
4
：

全
て

可
能

で
あ

る
　

 
 
 
 
　

　
 
 
3
:
概

ね
可

能
（

一
部

不
可

能
）

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
：

概
ね

不
可

能
（

一
部

可
能

）
　

 
 
 
 
 
　

 
 
 
1
：

全
く

不
可

能
で

あ
る
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第
３
節
　
分
野
別
計
画
事
業
一
覧

■
　

重
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

　
２

　
健

康
長

寿
・

子
育

て
支

援
の

ま
ち

づ
く

り

c
o
d
e

重
点

事
業

名
概

要
事

業
費

単
位

：
千

円
担

当
課

成
果
指
標
等

R
1
目
標
値

行
政

評
価

プ
ロ

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和

３
年
度

名
称

①
②

③
④

⑤
⑥

今
後

0
6
0
1

2
病
児
・
病

後
児
保
育
事
業

集
団

保
育

が
困

難
で

あ
り

、
保

護
者

が
仕

事
等

に
よ

り
自

宅
で

看
病

出
来

な
い

場
合

に
、

病
院

等
の

専
用

ス
ペ

ー
ス

等
で

保
育

す
る

5
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0
福

祉
課

病
児

・
病

後
児

保
育

所
の

設
置

0
箇

所
4

4
4

1
1

0
6
0
2

2
特
別
保
育

事
業

通
常

保
育

以
外

の
事

業
を

実
施

す
る

保
育

所
等

に
対

し
て

助
成

を
行

い
子

育
て

支
援

に
つ

な
げ

る
1
9
,
7
3
2

1
9
,
7
3
2

1
9
,
7
3
2
福

祉
課

実
施

事
業

数
1
9
事

業
4

4
4

4
4

1
2

0
6
0
3

2
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業

就
学

前
児

童
及

び
そ

の
保

護
者

が
相

互
交

流
を

行
う

場
所

を
開

設
し

、
子

育
て

に
つ

い
て

の
相

談
等

の
援

助
を

行
う

事
業

4
,
0
2
3

4
,
0
2
3

4
,
0
2
3
福

祉
課

述
べ

利
用

者
数

7
,
0
0
0
人

4
4

4
4

3
1

3

0
6
0
4

2
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

子
育

て
中

の
保

護
者

等
を

会
員

と
し

て
、

利
用

会
員

と
提

供
会

員
と

の
相

互
援

助
活

動
を

行
う

事
業

2
,
8
6
6

2
,
8
6
6

2
,
8
6
6
福

祉
課

利
用

者
数

　
2
6

人
/
年

4
0
人

4
4

4
4

3
1

1

0
6
0
5

2
放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業
（
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ

）
授

業
終

了
後

に
小

学
校

の
余

裕
教

室
等

を
活

用
し

て
適

切
な

遊
び

及
び

生
活

の
場

を
与

え
て

、
児

童
の

健
全

な
育

成
を

図
る

2
4
,
5
3
6

1
9
,
6
2
8

1
9
,
6
2
8
福

祉
課

利
用

者
数

　
1
1
7

人
/
年

1
3
0
人

4
4

4
4

4
1

1

0
6
0
6

2
垂
水
市
要

保
護
児
童
対
策
事
業

要
保

護
児

童
の

適
切

な
保

護
を

図
る

た
め

に
必

要
な

情
報

の
交

換
を

行
う

と
と

も
に

、
支

援
の

内
容

に
関

す
る

協
議

を
行

う
1
,
8
4
8

1
,
8
4
8

1
,
8
4
8
福

祉
課

対
象
児
童
の
早
期

発
見
・
対
応
率

1
0
0
%

4
4

4
4

2
1

2

0
6
0
7

2
子
育
て
世

代
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
事
業

子
育

て
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

に
資

す
る

た
め

、
子

育
て

世
帯

に
お

け
る

各
種

の
経

済
的

な
負

担
軽

減
を

図
る

も
の

2
4
8
,
9
0
6

2
4
8
,
9
0
6

2
4
8
,
9
0
6
福

祉
課

受
給

適
格

者
へ

の
給

付
率

1
0
0
%

4
4

4
4

4
1

2

0
6
0
7

-
2
新

2
子
ど
も
医

療
費
助
成
事
業
の
対
象
者
拡
大

経
済

的
負

担
軽

減
策

の
一

環
と

し
て

、
医

療
費

助
成

の
対

象
者

を
1
5
歳

ま
で

か
ら

、
1
8
歳

ま
で

に
拡

大
す

る
も

の
2
6
,
0
0
0

2
8
,
5
0
0

2
8
,
5
0
0
福

祉
課

制
度

運
用

開
始

R
2
.
4
.
1

－
4

4
4

4
4

1
1

0
6
0
7

-
3
新

2
幼
児
教
育

無
償
化
に
伴
う
保
育
料
助
成
事

業
国

の
無

償
化

制
度

に
よ

り
、

一
部

無
償

化
と

な
ら

な
い

自
動

に
係

る
保

育
料

を
助

成
す

る
も

の
2
0
,
6
0
2

2
8
,
2
3
9

2
8
,
2
3
9
福

祉
課

制
度

運
用

開
始

R
2
.
4
.
1

－
4

4
4

4
4

1
1

0
6
0
8

2
障
害
者
等

の
就
労
移
行
支
援

一
般

企
業

等
へ

の
就

労
を

希
望

す
る

障
害

者
等

に
対

し
、

サ
ー

ビ
ス

提
供

事
業

所
に

お
い

て
、

就
労

に
必

要
な

訓
練

を
提

供
す

る
も

の
3
,
1
6
8

3
,
1
6
8

3
,
1
6
8
福

祉
課

就
労

移
行

支
援

利
用

者
数

7
人

4
4

4
4

4
1

2

0
6
0
9

2
障
害
児
に

対
す
る
支
援
事
業

集
団

能
力

の
向

上
及

び
自

立
更

生
を

図
る

た
め

、
社

会
と

の
交

流
促

進
や

専
門

的
な

療
育

訓
練

等
を

行
う

も
の

1
8
,
4
9
9

1
8
,
4
9
9

1
8
,
4
9
9
福

祉
課

延
べ

提
供

人
数

3
2
5
人

4
4

4
4

4
1

2

0
6
1
2

2
老
人
保
護

措
置
事
業

在
宅

で
生

活
援

護
者

が
な

い
高

齢
者

を
養

護
老

人
ホ

ー
ム

に
入

所
さ

せ
、

心
身

の
健

康
の

保
持

及
び

生
活

の
安

定
を

図
る

1
2
3
,
9
0
5

1
2
3
,
9
0
5

1
2
3
,
9
0
5
福

祉
課

老
人

福
祉

施
設

入
所

1
0
0
%

4
4

3
3

3
2

2

0
6
1
3

2
在
宅
福
祉

事
業

介
護

状
態

に
な

る
こ

と
を

予
防

す
る

た
め

、
介

護
予

防
・

生
活

支
援

の
面

で
さ

ま
ざ

ま
な

在
宅

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
2
9
,
6
2
0

2
9
,
6
2
0

2
9
,
6
2
0
福

祉
課

実
施

事
業

6
事

業
4

4
4

4
3

2
2

0
7
0
1

2
母
子
保
健

事
業

妊
娠

、
出

産
、

育
児

な
ど

の
悩

み
に

対
し

て
、

健
康

相
談

等
を

実
施

し
、

必
要

な
指

導
及

び
助

言
を

行
う

1
8
,
9
7
9

1
8
,
9
7
9

1
8
,
9
7
9
保

健
課

3
、

4
か

月
児

健
診

の
受

診
率

1
0
0
%

4
4

4
4

3
1

1

0
7
0
3

2
健
康
増
進

事
業

生
活

習
慣

病
を

中
心

と
し

た
健

康
づ

く
り

の
た

め
に

、
予

防
事

業
に

、
地

域
ぐ

る
み

で
取

り
組

め
る

よ
う

に
す

る
2
1
,
7
2
1

2
1
,
7
2
1

2
1
,
7
2
1
保

健
課

健
康

増
進

事
業

の
参

加
状

況
2
,
0
0
0
人

4
4

4
4

3
1

2

0
7
0
5

2
た
る
み
ず

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

鹿
児

島
大

学
医

学
部

大
石

教
授

を
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
と

し
て

、
今

後
2
0
年

間
実

施
し

、
健

康
長

寿
の

取
組

を
構

築
す

る
6
,
0
7
1

6
,
0
7
1

6
,
0
7
1
保

健
課

事
業

参
加

者
数

：
6
,
0
0
0
人

1
,
5
0
0
人

4
3

4
3

3
1

3

0
7
0
6

2
不
妊
治
療

助
成
事
業

医
療

保
険

が
適

用
さ

れ
な

い
体

外
受

精
及

び
顕

微
授

精
び

不
妊

治
療

を
受

け
る

夫
婦

を
対

象
と

し
て

治
療

費
の

助
成

を
行

う
1
,
5
0
0

1
,
5
0
0

1
,
5
0
0
保

健
課

不
妊

治
療

助
成

者
数

1
0
人

4
4

4
4

4
1

2

0
7
0
9

2
地
域
支
援

事
業

要
介

護
状

態
等

に
な

る
こ

と
を

予
防

す
る

と
と

も
に

、
自

立
し

た
日

常
生

活
を

営
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

支
援

す
る

も
の

1
2
0
,
0
0
0

1
2
0
,
0
0
0

1
2
0
,
0
0
0
保

健
課

利
用

者
に

占
め

る
在

宅
割

合
5
7
.
5
0
%

4
4

4
3

3
2

2

1
8
0
1

1
垂
水
高
校

振
興
対
策
事
業

垂
水

高
校

振
興

対
策

協
議

会
の

行
う

事
業

に
対

し
、

予
算

の
範

囲
内

で
補

助
金

を
交

付
し

運
営

経
費

に
充

て
る

1
1
,
2
5
0

1
1
,
2
5
0

1
1
,
2
5
0
教

育
総

務
課

定
員

充
足

率
5
3
%

4
4

4
3

3
1

2

1
9
0
7

1
英
語
力
向

上
総
合
プ
ラ
ン
①

　
外
国
語

活
動
指
導
講
師
派
遣
事
業

小
学

校
３

～
６

年
生

ま
で

の
外

国
語

活
動

の
授

業
時

数
増

に
対

応
し

、
英

語
の

堪
能

な
２

人
の

指
導

講
師

を
各

小
学

校
へ

派
遣

す
る

4
,
8
6
3

7
,
2
9
5

7
,
2
9
5
学

校
教

育
課

5
・

6
年

の
年

間
授

業
実

施
時

間
5
0
時

間
4

4
4

4
4

2
1

1
9
0
8

1
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
環
境
整
備
事
業

各
小

・
中

学
校

で
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
活

用
し

た
授

業
を

展
開

す
る

と
と

も
に

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

支
援

員
を

委
託

し
、

サ
ポ

ー
ト

を
行

う
1
2
,
8
2
0

1
2
,
8
2
0

1
2
,
8
2
0
学

校
教

育
課

職
員

研
修

会
の

実
施

2
回

4
4

4
4

4
2

4

27



第
３
節
　
分
野
別
計
画
事
業
一
覧

■
　

重
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

　
２

　
健

康
長

寿
・

子
育

て
支

援
の

ま
ち

づ
く

り

c
o
d
e

重
点

事
業

名
概

要
事

業
費

単
位

：
千

円
担

当
課

成
果
指
標
等

R
1
目
標
値

行
政

評
価

プ
ロ

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和

３
年
度

名
称

①
②

③
④

⑤
⑥

今
後

1
9
0
9

1
夢
の
実
現

！
学
び
の
教
室
（
中
学
生
）
事

業
学

校
以

外
で

学
習

す
る

機
会

の
少

な
い

中
学

生
を

市
民

館
に

集
め

、
保

護
者

負
担

を
必

要
と

し
な

い
学

習
の

場
を

提
供

す
る

4
5
3

4
5
3

4
5
3
学

校
教

育
課

目
標

を
持

っ
て

い
る

割
合
中

学
3
年

　
7
0
.
0
％

4
4

4
4

4
2

2

1
9
1
0

1
あ
つ
ま
れ

わ
ん
ぱ
く
！
夏
の
勉
強
会
事
業

小
学

校
４

～
６

年
生

の
児

童
を

対
象

に
、

夏
季

休
業

期
間

中
に

希
望

児
童

を
中

学
校

に
集

め
、

２
日

間
の

学
習

会
を

実
施

す
る

6
5

6
5

6
5
学

校
教

育
課

目
標

を
持

っ
て

い
る

割
合

小
学

5
年

　
9
0
.
0
％

4
4

4
4

4
2

2

1
9
1
2

新
1

英
語
力
向

上
総
合
プ
ラ
ン
②

　
中
学
生

英
語
検
定
補
助
事
業

全
生

徒
を

対
象

に
英

語
検

定
試

験
の

希
望

す
る

級
の

検
定

料
を

年
１

回
補

助
す

る
6
4
2

6
4
2

6
4
2
学

校
教

育
課

受
検

率
5
0
%

4
4

4
4

4
2

1

2
4
事

業
事

業
費

計
7
2
2
,
1
1
9

7
3
5
,
7
3
0

7
3
5
,
7
3
0

  
 【

重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
凡
例
】

1
　

ま
ち

・
ひ

と
・

し
ご

と
の

創
生

2
　

健
康

長
寿

・
子

育
て

支
援

の
ま

ち
づ

く
り

3
　

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進

  
 【

行
政

評
価
凡
例
】

①
対

象
・

目
的

・
手

段
の

妥
当

性
4
：

非
常

に
妥

当
で

あ
る

　
 
 
 
 
　

　
3
:
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
妥

当
で

あ
る

　
 
 
 
 
 
2
：

あ
ま

り
妥

当
で

な
い

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

 
 
1
：

全
く

妥
当

で
な

い

②
市

民
ニ

ー
ス

の
反

映
度

・
対

応
度

4
：

非
常

に
反

映
・

対
応

し
た

　
　

　
3
：

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

反
映

・
対

応
し

た
　

2
：

あ
ま

り
反

映
・

対
応

し
て

い
な

い
　

 
 
　

 
 
1
：

全
く

反
映

・
対

応
し

て
い

な
い

③
優

先
度

（
緊

急
性

）
4
：

優
先

度
が

非
常

に
高

い
　

 
　

　
 
3
:
優

先
度

は
比

較
的

高
い

／
法

的
・

国
県

　
 
2
：

優
先

度
は

比
較

的
高

い
／

市
民

ニ
ー

ズ
　

　
1
：

優
先

度
は

そ
れ

ほ
ど

高
く

な
い

今
後

／
今

後
の

方
向

性
1
：

拡
大

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
：

現
状

維
持

　
 
 
 
 
 
 
3
：

見
直

し
・

改
善

　
 
 
 
 
 
4
：

縮
小

　
 
 
 
 
 
 
 
5
：

廃
止

④
有

効
性

4
：

期
待

以
上

の
効

果
が

得
ら

れ
た

　
3
:
一

応
の

効
果

が
得

ら
れ

た
 
 
 
 
 
 
 
　

　
　

2
：

あ
ま

り
効

果
が

得
ら

れ
な

か
っ

た
　

 
 
 
　

 
1
：

全
く

効
果

が
得

ら
れ

な
か

っ
た

⑤
効

率
性

4
：

非
常

に
高

い
向

上
が

図
ら

れ
た

　
3
:
軽

微
な

向
上

が
図

ら
れ

た
　

 
 
 
 
 
　

　
 
 
2
：

取
り

組
ん

だ
が

向
上

が
図

ら
れ

な
か

っ
た

　
1
：

全
く

取
り

組
ま

な
か

っ
た

⑥
代

替
手

段
の

可
能

性
4
：

全
て

可
能

で
あ

る
　

 
 
 
 
　

　
 
 
3
:
概

ね
可

能
（

一
部

不
可

能
）

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
：

概
ね

不
可

能
（

一
部

可
能

）
　

 
 
 
 
 
　

 
 
 
1
：

全
く

不
可

能
で

あ
る
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第
３
節
　
分
野
別
計
画
事
業
一
覧

■
　

重
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

　
３

　
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

c
o
d
e

重
点

事
業

名
概

要
事

業
費

単
位

：
千

円
担

当
課

成
果
指
標
等

R
1
目
標
値

行
政

評
価

プ
ロ

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和

３
年
度

名
称

①
②

③
④

⑤
⑥

今
後

0
2
1
8

3
広
報
事
業

市
民

の
行

政
参

加
を

促
進

さ
せ

、
ま

た
、

行
政

に
対

す
る

信
頼

関
係

を
築

い
て

い
く

た
め

に
行

う
も

の
9
,
3
3
6

9
,
3
3
6

9
,
3
3
6
企

画
政

策
課

広
報

誌
平

均
ペ

ー
ジ

数
4
2
ペ

ー
ジ

4
4

4
3

3
1

3

0
2
1
9

3
垂
水
市
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
事
業

本
市

の
総

合
的

な
イ

メ
ー

ジ
ア

ッ
プ

を
図

り
、

本
市

の
振

興
に

寄
与

す
る

も
の

6
2
0

6
8
3

6
8
3
企

画
政

策
課

メ
デ

ィ
ア

情
報

発
信

件
数

6
0
件

4
4

4
3

3
1

3

0
2
2
0

3
た
る
み
ず

大
使
事
業

本
市

出
身

等
で

ご
活

躍
さ

れ
て

い
る

方
を

に
大

使
と

し
て

委
嘱

し
、

Ｐ
Ｒ

活
動

や
情

報
交

換
を

通
じ

て
、

本
市

の
振

興
を

図
る

4
5
5

2
3
6

4
5
5
企

画
政

策
課

新
規

広
報

誌
の

購
読

者
数

7
0
件

4
3

3
3

3
1

3

0
2
2
3

新
3

自
治
体
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
導
入
事
業

専
用

の
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

導
入

す
る

こ
と

で
、

子
育

て
、

ご
み

、
イ

ベ
ン

ト
等

、
多

岐
に

渡
る

新
た

な
情

報
発

信
を

図
る

0
8
8
0

6
4
8
企

画
政

策
課

導
入

検
討

3
2

1
1

1
2

1

1
0
1
5

3
特
産
品
販

路
拡
大
支
援
事
業

垂
水

市
が

有
す

る
特

産
品

の
情

報
発

信
を

行
い

、
垂

水
食

材
を

広
く

普
及

さ
せ

、
販

路
拡

大
に

つ
な

が
る

取
り

組
み

を
行

う
1
0
,
7
2
5

1
0
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

水
産

商
工

観
光

課
物

産
展

等
で

の
商

談
件

数
5
件

4
3

2
3

3
2

1

1
0
2
1

3
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
誘
致
事
業

ス
ポ

ー
ツ

合
宿

団
体

の
誘

致
活

動
を

継
続

し
、

更
に

充
実

し
た

受
入

体
制

の
確

立
に

向
け

て
関

係
機

関
と

の
連

携
を

図
る

1
,
0
0
0

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

水
産

商
工

観
光

課
合

宿
受

入
団

体
2
5
団

体
1
,
0
0
0
人

5
0
団

体
1
,
5
0
0
名

4
4

4
4

4
4

1

1
0
2
2

3
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
事
業

森
の

駅
た

る
み

ず
を

拠
点

の
一

つ
と

し
て

ツ
ー

リ
ズ

ム
振

興
に

係
る

事
業

を
実

施
し

て
い

る
2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

水
産

商
工

観
光

課
民

泊
等

受
入

数
2
0
校

　
2
,
0
0
0
人

4
4

4
4

4
3

2

1
0
2
4

3
垂
水
千
本

イ
チ
ョ
ウ
園
整
備
事
業
（
ソ
フ

ト
・
維
持

管
理
）

シ
ー

ズ
ン

中
は

交
通

渋
滞

が
発

生
す

る
た

め
、

シ
ャ

ト
ル

バ
ス

の
運

行
な

ど
交

通
渋

滞
の

緩
和

対
策

を
講

じ
る

4
,
6
7
1

4
,
6
7
1

4
,
6
7
1

水
産

商
工

観
光

課
来

園
者

数
6
0
,
0
0
0
人

4
4

4
4

3
2

2

1
0
2
5

3
大
隅
広
域

観
光
推
進
事
業

大
隅

地
域

へ
の

流
れ

を
戦

力
的

に
創

出
し

、
地

域
活

性
化

を
図

る
た

め
、

㈱
お

お
す

み
未

来
会

議
の

設
立

に
向

け
て

取
り

組
む

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

水
産

商
工

観
光

課
大

隅
広

域
宿

泊
者

数
4
4
1
,
0
0
0
人

4
4

4
4

3
2

2

9
事

業
事

業
費

計
3
2
,
8
0
7

3
3
,
0
0
6

3
2
,
9
9
3

  
 【

重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
凡
例
】

1
　

ま
ち

・
ひ

と
・

し
ご

と
の

創
生

2
　

健
康

長
寿

・
子

育
て

支
援

の
ま

ち
づ

く
り

3
　

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進

  
 【

行
政

評
価
凡
例
】

①
対

象
・

目
的

・
手

段
の

妥
当

性
4
：

非
常

に
妥

当
で

あ
る

　
 
 
 
 
　

　
3
:
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
妥

当
で

あ
る

　
 
 
 
 
 
2
：

あ
ま

り
妥

当
で

な
い

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

 
 
1
：

全
く

妥
当

で
な

い

②
市

民
ニ

ー
ス

の
反

映
度

・
対

応
度

4
：

非
常

に
反

映
・

対
応

し
た

　
　

　
3
：

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

反
映

・
対

応
し

た
　

2
：

あ
ま

り
反

映
・

対
応

し
て

い
な

い
　

 
 
　

 
 
1
：

全
く

反
映

・
対

応
し

て
い

な
い

③
優

先
度

（
緊

急
性

）
4
：

優
先

度
が

非
常

に
高

い
　

 
　

　
 
3
:
優

先
度

は
比

較
的

高
い

／
法

的
・

国
県

　
 
2
：

優
先

度
は

比
較

的
高

い
／

市
民

ニ
ー

ズ
　

　
1
：

優
先

度
は

そ
れ

ほ
ど

高
く

な
い

今
後

／
今

後
の

方
向

性
1
：

拡
大

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
：

現
状

維
持

　
 
 
 
 
 
 
3
：

見
直

し
・

改
善

　
 
 
 
 
 
4
：

縮
小

　
 
 
 
 
 
 
 
5
：

廃
止

④
有

効
性

4
：

期
待

以
上

の
効

果
が

得
ら

れ
た

　
3
:
一

応
の

効
果

が
得

ら
れ

た
 
 
 
 
 
 
 
　

　
　

2
：

あ
ま

り
効

果
が

得
ら

れ
な

か
っ

た
　

 
 
 
　

 
1
：

全
く

効
果

が
得

ら
れ

な
か

っ
た

⑤
効

率
性

4
：

非
常

に
高

い
向

上
が

図
ら

れ
た

　
3
:
軽

微
な

向
上

が
図

ら
れ

た
　

 
 
 
 
 
　

　
 
 
2
：

取
り

組
ん

だ
が

向
上

が
図

ら
れ

な
か

っ
た

　
1
：

全
く

取
り

組
ま

な
か

っ
た

⑥
代

替
手

段
の

可
能

性
4
：

全
て

可
能

で
あ

る
　

 
 
 
 
　

　
 
 
3
:
概

ね
可

能
（

一
部

不
可

能
）

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
：

概
ね

不
可

能
（

一
部

可
能

）
　

 
 
 
 
 
　

 
 
 
1
：

全
く

不
可

能
で

あ
る
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